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広広島島大大学学憲憲章章  
 

 
広島大学は、人類史上初めての原子爆弾が投下された被爆地広島に 1949 年に創設された

国立の総合研究大学である。 
広島大学は、平和を希求する精神、新たなる知の創造、豊かな人間性を培う教育、地域社

会・国際社会との共存、絶えざる自己変革、という理念５原則の下、自由で平和な社会を実
現し、人類の幸福に貢献することを使命とする。 

 
 

１１．．人人権権のの尊尊重重  
広島大学は、そのあらゆる活動において、⺠族、国籍、宗教、信条、ジェンダー、経済

的・社会的地位、障がいの有無などに関わるあらゆる差別やハラスメントを許さず、一人
ひとりの人権と人格を尊重し、擁護する。 

 
２２．．教教育育  

広島大学は、個々の学生が主体的で柔軟な学びを実践できる環境を構築し、豊かな人間
性と幅広い教養、秀でた専門的知識と自ら課題を発見し解決する能力を備え、自由で平和
な持続的発展を可能とする社会の実現に貢献する人材を育成する。 

 
３３．．研研究究  

広島大学は、研究者の自由な発想に基づく高度で革新的な研究により、深い真理の探究
と新たな知の創造に邁進するとともに、その成果を広く社会に提供することにより、地域、
国及び国際社会が抱える課題の解決に向けたイノベーションを持続的に創出する。 

 
４４．．社社会会貢貢献献  

広島大学は、自らの活動を積極的に公開し、社会に開かれた大学、社会から信頼される
大学として、地域や産業界、関係する諸機関とも連携・協働し、教育、研究、医療等の全
ての活動を通じて、地域社会及び国際社会に貢献する。 

 
５５．．持持続続可可能能なな社社会会のの実実現現  

広島大学は、持続可能な社会を実現するための世界最高水準の活動に取り組む大学と
して、貧困や紛争、人権の抑圧、感染症、環境や資源・エネルギー問題など、地球規模の
課題に対する先端的な解決策を世界に先駆けて実践する。 

 
 

広島大学の全構成員及び卒業生・修了生は、各々が矜持を持ち、国⺠及び世界から期待さ
れる役割をたゆまず省察し、コンプライアンスを徹底の上、相互に信頼・尊重しあいながら、
その個性と能力を十分に発揮して各々の使命を果たし続ける。 
 

（2021 年 12 月 27 日 制定） 
 



広広島島大大学学行行動動規規範範  
  
 
 広島大学は、国立の総合研究大学として、自由で平和な社会を実現し、人類の幸福に貢献
するという使命を果たすと同時に、その活動に関して高い倫理性と社会に対する透明性を
持った十分な説明責任が求められています。社会からのこれらの負託に応えるために、私た
ち広島大学の全構成員が常に意識し、実行すべき指針として、「広島大学行動規範」を定め
ます。 
 
 
１１．．人人権権とと多多様様性性のの尊尊重重  

私たちは、一人ひとりの人権と人格を尊重し、あらゆる差別やハラスメントを許さず、
全ての構成員がその個性と能力を十分に発揮できるキャンパスを実現します。 

 
２２．．自自主主性性・・自自律律性性のの堅堅持持  

私たちは、社会的規範や倫理、個々の活動に対するインテグリティに十分配慮しつつ、
学問の自由や教育・研究の自主性・自律性を堅持し、世界最高水準の教育・研究を実施・
発展させ、その成果を社会に還元します。 

 
３３．．法法令令等等のの遵遵守守  

私たちは、広島大学の構成員として活動するにあたり、社会的規範・ルール、関係法令
及び学内諸規則を遵守します。 

 
４４．．情情報報のの公公開開・・保保護護  

私たちは、社会に対する透明かつ公正な説明責任を果たすため、その活動の内容や結果
など本学が保有する情報について適時適切な方法で社会に公開し、その情報の利用にあ
たっては、高い倫理規範を自らに課すとともに、個人情報の保護を図ります。 

 
５５．．情情報報のの管管理理  

私たちは、広島大学の情報資産の価値を把握し、その安全性及び信頼性を確保するため
に、情報セキュリティ上の脅威を十分に認識し、それぞれの業務に応じて、適切な管理と
運用を行います。 

 
６６．．経経費費・・資資産産のの適適正正なな管管理理  

私たちは、活動のための経費及び資産の多くが税金その他社会からの支援等によるも
のであることを常に自覚し、大学の経費及び資産を適正かつ効率的に管理し、使用します。 

 
７７．．安安全全・・安安心心なな環環境境のの整整備備  

私たちは、業務の遂行にあたり、安全に対する意識を高め、安全・安心かつ快適な教育、
学修、研究及び労働の環境を整備します。 

 
８８．．環環境境問問題題へへのの取取組組  

私たちは、気候変動や大規模災害、環境汚染や資源・エネルギー問題などの世界的な環
境問題に率先して取り組み、安定した環境を将来の世代に引き継ぎます。 

 
（2021 年 12 月 27 日 制定） 

 





到達目標型教育プログラム

「H
ハ イ プ ロ ス ペ ク ツ

iPROSPECTS®」について

※ H
ハ イ プ ロ ス ペ ク ツ

iPROSPECTS は広島大学の登録商標です。





























































教養教育について















































































































教養教育について
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専門教育について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

















































1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

0 1
日本国憲法 2 必修 ○ ○

（注4） 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 （注4） 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1
コミュニケーション基礎Ⅱ 1
コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

健康スポーツ科学 2 必修 ○ ○

スポーツ実習 1 必修 ○ ○

0 1又は2
0 1～3
0 1～3

31

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

・「Advanced English for Communication」，「インテンシブ外国語」，「海外語学演習」の履修により修得した
単位を，卒業に必要な領域科目（人文社会科学系科目群）の単位に代えることができる。

・「情報・データサイエンス科目」のうち4単位を超えて修得した単位数は，卒業に必要な領域科目（自然科学系
科目群）の単位に代えることができる。

・領域科目は，可能な限り専門分野以外の分野から履修すること。

別表第１（第７条第２項関係）

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第一類　初等教育教員養成コース（初等教育教員養成プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

大学教育入門

展開ゼミ

共
通
科
目

領域科目
 人文社会科学系科目群

教養ゼミ

情報・データサイエンス科目

6

外
国
語
科
目
（

注
2
）

英
語
（

注
3
）

コミュニケーション基礎 0

初修外国語(注5) 4

4

コミュニケーションⅠ

4
選択必修

コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

自由選択科目

計

注1：

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3：

注2：

選択必修

健康スポーツ科目 3

社会連携科目

基盤科目

注6： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめる
プログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

注4：

―専門21―



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

日本国憲法 2 必修 ○ ○

1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

(0) 1 自由選択 ○ ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

（注4） 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

5 （注5） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

29

教養ゼミ

上記4科目から2科目以上

展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目，基盤科目を
対象とする。

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

4

コミュニケーション基礎 (0)

展開ゼミ

外
国
語
科
目
（

注
2
）

共
通
科
目

領域科目
 人文社会科学系科目群

健康スポーツ科目

社会連携科目

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第一類　特別支援教育教員養成コース（特別支援教育教員養成プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

注5：

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

計

教
養
教
育
科
目

注4： 「データサイエンス基礎」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

4

基盤科目

自由選択科目

自由選択

コミュニケーションⅠ

4
選択必修

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

コミュニケーションⅡ

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」，自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」又は
「Advanced English for Communication」の授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

情報・データサイエンス科目

英
語
（

注
3
）

初修外国語

―専門22―



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 (注5) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

(0) 1 自由選択 ○ ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ○

微分積分学Ⅱ 2 ○

基礎物理学Ⅰ 2 ○

一般化学 2 ○

種生物学 2 ○

物理学実験法・同実験Ⅰ 1 ○

物理学実験法・同実験Ⅱ 1 ○

化学実験法・同実験Ⅰ 1 ○

化学実験法・同実験Ⅱ 1 ○

生物学実験法・同実験Ⅰ 1 ○

生物学実験法・同実験Ⅱ 1 ○

地学実験法・同実験Ⅰ 1 ○

地学実験法・同実験Ⅱ 1 ○

6 （注8） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

40

展開ゼミ，領域科目，外国語科目（初修外国語），情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目を対象と
する。

・少なくとも実験科目を4単位以上修得すること。なお，同一科目の「実験法・同実験Ⅰ（1単位）」と「実験法・同
実験Ⅱ（1単位）」を履修すること。ⅠまたはⅡのみの履修は認められない。

・講義科目については高等学校で履修していない科目も履修することが望ましい。

注8：

自由選択科目

計

注1：

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

2

領域科目

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関
する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第二類　自然系コース（中等教育科学（理科）プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

社会連携科目

外
国
語
科
目

(

注
2

)

英
語

(

注
3

)

初修外国語

健康スポーツ科目

基盤科目(注7) 8 選択必修

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の授
業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修す
ることも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育
科目授業時間割等で確認すること。

注6：

注4：

注5：

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，英
語の卒業要件単位に算入することができる。

注7：

「データサイエンス基礎」，「教育のためのデータサイエンス」からの選択が望ましいが，「コンピュータ・プログ
ラミング」，「知能とコンピュータ」，「ゼロからはじめるプログラミング」も対象とする。

教養ゼミ

共
通
科
目

情報・データサイエンス科目 4

必修

 コミュニケーションⅠ

4
選択必修

 コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

 コミュニケーション基礎

教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。
なお，「Advanced English for Communication」，「インテンシブ外国語」，「海外語学演習」の履修により修得し
た単位を，卒業に必要な領域科目（人文社会科学系科目群）の単位に代えることができる。

「情報・データサイエンス科目」のうち4単位を超えて修得した単位数は，卒業に必要な領域科目（自然科学系科目
群）の単位に代えることができる。
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第二類　数理系コース（中等教育科学（数学）プログラム）

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ(注5) 1 選択必修 ○

ベーシック外国語Ⅱ(注5) 1 選択必修 ○

ベーシック外国語Ⅲ(注5) 1 自由選択 ○

ベーシック外国語Ⅳ(注5) 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

0 1又は2
線形代数学Ⅰ 2 ○

線形代数学Ⅱ 2 ○

微分積分学Ⅰ 2 ○

微分積分学Ⅱ 2 ○

8 (注7） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○
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ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

(0)

4

注6：

注7： 展開ゼミ，領域科目，外国語科目，基盤科目を対象とする。

「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめる
プログラミング」を対象とする。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

・情報・データサイエンス科目の「教育のためのデータサイエンス」の履修により修得した単位を，卒業に必要な
「領域科目（自然科学系科目群）」の単位に代えることができる。

・履修基準表で指定されていない基盤科目の単位を算入することができる。

・専門分野以外の分野から履修することが望ましい。なお，教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」
の2単位を修得する必要がある。

注5：

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

注4：

8 必修

計

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

自由選択科目

教
養
教
育
科
目

共
通
科
目

外
国
語
科
目

(

注
2

)

選択必修

コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

情報・データサイエンス科目

初修外国語

社会連携科目

基盤科目

平和科目

(0) 自由選択

コミュニケーションⅠ

4

健康スポーツ科目

教養ゼミ

大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

領域科目

英
語

(

注
3

)

コミュニケーション基礎

2
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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

(0) 1 自由選択 ○ ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

教育のためのデータサイエンス 2 必修 ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

14 (注5) 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○
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注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

教養ゼミ

注5： 展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目，基盤科目を
対象とする。

注4： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

自由選択科目

計

健康スポーツ科目

基盤科目

共
通
科
目

コミュニケーション基礎

社会連携科目

初修外国語

英
語

(

注
3

)

外
国
語
科
目

(

注
2

)

情報・データサイエンス科目

コミュニケーションⅠ

4
選択必修

コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

4

(0) 自由選択

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第二類　技術・情報系コース（中等教育科学（技術・情報）プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

領域科目
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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

(0) 1 自由選択 ○ ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注5) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

8 (注6） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○
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注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

教養ゼミ

注5： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめる
プログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

注6： 展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目を対象とする。

注4： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

自由選択科目

計

健康スポーツ科目

基盤科目

共
通
科
目

コミュニケーション基礎

社会連携科目

外
国
語
科
目

(

注
2

)

英
語

(

注
3

)

初修外国語

情報・データサイエンス科目

コミュニケーションⅠ

4
選択必修

コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

4

(0) 自由選択

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第二類　社会系コース（中等教育科学（社会・地理歴史・公民）プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

領域科目
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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注5） 1 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

（注6） 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

0 1～3
6 （注7） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

34

展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目を対象とす
る。

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

注4：

教養ゼミ

注7：

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

自由選択科目

計

初修外国語

コミュニケーション基礎

注6：

外
国
語
科
目

(

注
2

)

注5：

注1：

「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめる
プログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

選択必修

ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

自由選択

英
語

(

注
3

)

4 選択必修

教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

情報・データサイエンス科目 4

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

健康スポーツ科目

基盤科目

共
通
科
目

領域科目

社会連携科目

(0)

コミュニケーションⅠ

4

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第三類　国語文化系コース（中等教育科学（国語）プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次
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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 8 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

教育のためのデータサイエンス 2 必修 ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

0 1～3
8 (注6) 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○
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展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目を対象とす
る。

・「インテンシブ外国語」，「海外語学演習」の履修により修得した単位を，卒業に必要な領域科目（人文社会科
学系科目群）の単位に代えることができる。

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」，自学自習による「オンライン英語演習Ｉ・Ⅱ・Ⅲ」又は
「Advanced English for Communication」の授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

注4： ・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注6：

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

・「Introduction to British and American Culture I」，「Introduction to British and American Culture
II」，「Introduction to British and American Culture III」及び「Introduction to British and American
Culture IV」を可能な限り履修すること。

計

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第三類　英語文化系コース（中等教育科学（英語）プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

展開ゼミ

社会連携科目

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

健康スポーツ科目

基盤科目

共
通
科
目

領域科目

情報・データサイエンス科目

初修外国語（注5）

2 必修

4

4

自由選択科目

4 選択必修

教養ゼミ

選択必修

上記4科目から2科目以上

英
語

(

注
3

)

コミュニケーションⅠ

コミュニケーションⅡ

コミュニケーション基礎

外
国
語
科
目
（

注
2
）

―専門28―



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

0 1
 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ 1 ○

インテンシブ外国語ⅠA 1 ○

インテンシブ外国語ⅠB 1 ○

インテンシブ外国語ⅡA 1 ○

インテンシブ外国語ⅡB 1 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注7) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

12 (注8） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

46

4

大学教育入門

展開ゼミ

共
通
科
目

領域科目

健康スポーツ科目

社会連携科目

初修外国語 (注5)

情報・データサイエンス科目

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目
に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数
は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第三類　日本語教育系コース（日本語教育プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

教養ゼミ

4 選択必修

外
国
語
科
目
（
注
2
）

必修
(注6)

2 必修

コミュニケーションⅠ

コミュニケーションⅡ

コミュニケーション基礎

自由選択科目

計

注7： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめ
るプログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履
修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する
教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，中国語，韓国語のうちから1言語選択すること。

教
養
教
育
科
目

4

4
選択必修

基盤科目

上記4科目から2科目以上

英
語

(

注
3

)

注8：

注4： ・専門分野以外の分野から履修することが望ましい。

・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注6：

外国語科目，領域科目，情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目（6単位限度）を対象とする。

ベーシック外国語で選択した言語と同一言語の「インテンシブ外国語」を1年次に選択・履修し，4単位を修得す
ること。4単位に満たなかった場合は，2年次以降に「インテンシブ外国語」を再履修し，単位を修得すること。
なお，「インテンシブ外国語」はベーシック外国語と連動しており，「インテンシブ外国語」のみを再履修する
ことはできない。再履修の際は，登録方法に注意すること。

―専門29―



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注5） 1 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

12 (注7) 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

40

注7： 展開ゼミ，外国語科目，領域科目，情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目を対象とする。

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

注6： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめる
プログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

注4： ・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

上記4科目から2科目以上

・「Advanced English for Communication」，「インテンシブ外国語」，「海外語学演習」の履修により修得した
単位を，卒業に必要な領域科目（人文社会科学系科目群）の単位に代えることができる。

教養ゼミ

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第四類　健康スポーツ系コース（健康スポーツ教育プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

4

4 選択必修

(0) 自由選択

4
選択必修

展開ゼミ

自由選択科目

計

コミュニケーション基礎

健康スポーツ科目

基盤科目

共
通
科
目

領域科目

社会連携科目

コミュニケーションⅠ

コミュニケーションⅡ

情報・データサイエンス科目

外
国
語
科
目
（

注
2
）

初修外国語

英
語

(

注
3

)

―専門30―



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注5） 1 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

物理学実験法・同実験Ｉ 1 ○

物理学実験法・同実験Ⅱ 1 ○

化学実験法・同実験Ｉ 1 ○

化学実験法・同実験Ⅱ 1 ○

生物学実験法・同実験Ｉ 1 ○

生物学実験法・同実験Ⅱ 1 ○

10 （注8） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

40

4

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の授
業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

選択必修

 コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

 コミュニケーション基礎 (0)

教
養
教
育
科
目

大学教育入門

展開ゼミ

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

自由選択科目

選択必修

英
語

(

注
3

)

健康スポーツ科目

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

第四類　人間生活系コース（人間生活教育プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

教養ゼミ

自由選択

4

注1：

計

 コミュニケーションⅠ

情報・データサイエンス科目

初修外国語

4

社会連携科目

基盤科目(注7) 2 選択必修

共
通
科
目

領域科目

外
国
語
科
目
（

注
2
）

注7：

注8： 展開ゼミ，外国語科目，領域科目，情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目を対象とする。

注4： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注6： 「データサイエンス基礎」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

「物理学実験法・同実験」，「化学実験法・同実験」，「生物学実験法・同実験」のうちから1科目以上選択履修。
なお，同一科目の「実験法・同実験Ⅰ（1単位）」と「実験法・同実験Ⅱ（1単位）」を履修すること。ⅠまたはⅡ
のみの履修は認められない。

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

―専門31―



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注5） 1 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

8 (注7) 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○
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教養ゼミ

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

4
選択必修

コミュニケーションⅡ

上記4科目から2科目以上

コミュニケーション基礎

共
通
科
目

領域科目

社会連携科目

外
国
語
科
目
（

注
2
）

英
語

(

注
3

)

初修外国語

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第四類　音楽文化系コース（音楽文化教育プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

4 選択必修

基盤科目

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

情報・データサイエンス科目 4

注7： 展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目，基盤科目を
対象とする。

注4： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

(0) 自由選択

コミュニケーションⅠ

注6： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめる
プログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

自由選択科目

計

健康スポーツ科目

―専門32―



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 (注5) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注6） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注6） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注6） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注6） 1 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注7) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

12 (注8） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

40

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

計

展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目を対象とする。

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択とする。

注8：

選択必修

注4： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注7： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめる
プログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

健康スポーツ科目

社会連携科目

注6：

注5：

基盤科目

自由選択科目

教
養
教
育
科
目

「情報・データサイエンス科目」のうち4単位を超えて修得した単位数は，卒業に必要な領域科目（自然科学系科
目群）の単位に代えることができる。

教養ゼミ

初修外国語

自由選択

コミュニケーションⅠ

4
選択必修

コミュニケーションⅡ

コミュニケーション基礎 (0)

上記4科目から2科目以上

4

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

共
通
科
目

領域科目

外
国
語
科
目
（

注
2
）

英
語

(

注
3

)

情報・データサイエンス科目

4

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第四類　造形芸術系コース（造形芸術教育プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次
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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

 人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- （0） Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注5） 1 ○

インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

（0） 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

（0） 1又は2 自由選択 ○ ○ ○ ○

（0） 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

16 (注7） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

46

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： ・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教
養
教
育
科
目

必修

コミュニケーションⅠ

4
選択必修

コミュニケーションⅡ

コミュニケーション基礎 2

上記4科目から2科目以上

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

大学教育入門

展開ゼミ

健康スポーツ科目

注7： 展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，社会連携科目，基盤科目を対象とする。

注4： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

注6：

教養ゼミ

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第五類　教育学系コース（教育学プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

4

「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめるプログラミング」，「教育のためのデータサイエンス」を対象と
する。

選択必修4

（0）

社会連携科目

基盤科目

自由選択科目

計

共
通
科
目

領域科目

外
国
語
科
目
（

注
2
）

英
語

(

注
3

)

初修外国語

情報・データサイエンス科目
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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

(0) 1 自由選択 ○

心理学概論A 2 ○

心理学概論B 2 ○

自然科学系科目群 4 （注4） 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) Advanced English for Communication 1 自由選択 ○ ○

(0) 1 自由選択 ○ ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

（注5） 2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

8 （注6） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

32

・短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習I・Ⅱ・Ⅲ」の
授業科目の単位数は，英語の卒業要件単位に算入することができる。

自由選択科目

展開ゼミ

共
通
科
目

社会連携科目

健康スポーツ科目

基盤科目

情報・データサイエンス科目

コミュニケーションⅡ

上記6科目から2科目以上

領域科目
 人文社会科学系科目群

4

計

注1：

・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」2単位，健康スポーツ科目2単位を修得する必要がある。

・要修得単位数を超えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，
英語の卒業要件単位に算入することができる。

「情報・データサイエンス科目」のうち4単位を超えて修得した単位数は，卒業に必要な領域科目（自然科学系科目群）の単位
に代えることができる。

「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめるプログラミング」，「教育の
ためのデータサイエンス」を対象とする。

注6：

注5：

注4：

・展開ゼミ，領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目，基盤科目を対象とす
る。

○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に履修
することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養
教育科目授業時間割等で確認すること。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大

学

教

育

基

礎

科

目

教養ゼミ

注2： 外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に
関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3：

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第五類　心理学系コース（心理学プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

必修

大学教育入門

4

外
国
語
科
目
（

注
2
）

英
語

(

注
3

)

初修外国語

コミュニケーション基礎

コミュニケーションⅠ
6

選択必修
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別 表 第 ２（  第７条第３項関係  ） 
 
 
学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第 一一 類類 （（ 学学 校校 教教 育育 系系 ））  

○ 初初等等教教育育教教員員養養成成ココーースス（（初初等等教教育育教教員員養養成成ププロロググララムム）） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 
 

平  和  科  目  ２ 

３１ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  ０ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ６ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ３ 

社会連携科目  ０ 

基  盤  科  目  ０ 

専
門
教
育 

専門基礎科目 
教職専門科目 ５２ 

９７ 

教科専門科目 １２ 

専門科目 教科又は教職科目 ２７ 

卒業研究  ６ 

合       計 １２８ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準 

第第一一類類  初初等等教教育育教教員員養養成成ココーースス（（初初等等教教育育教教員員養養成成ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

教 
 
 

職 
 
 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

教職入門 ２ 

５２ 初等教育教員養成コースほか 

教育の思想と原理 ２ 

教育課程論 ２ 

教育と社会・制度 ２ 

特別活動指導法 ２ 

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２ 

道徳教育指導法 ２ 

児童・青年期発達論 ２ 

生徒・進路指導論 ２ 

教育相談 ２ 

総合的な学習の時間の指導法 １ 

特別支援教育 １ 

初等国語科教育法 ２ 

初等社会科教育法 ２ 

算数科教育法 ２ 

初等理科教育法 ２ 

生活科教育法 ２ 

初等音楽科教育法 ２ 

図画工作科教育法 ２ 

初等体育科教育法 ２ 

初等家庭科教育法 ２ 

初等外国語教育法 ２ 

教育実習 ８ 

教職実践演習（幼・小） ２ 

教 

科 

専 
門 

科 

目 

初等国語 ２ 

１２ 初等教育教員養成コース 

算数 ２ 

初等社会  ２ 

４ 
初等理科 ２ 

生活 ２ 

初等家庭 ２ 

初等音楽 ２ 

４ 
図画工作 ２ 

初等体育 ２ 

初等外国語 ２ 

教
職
科
目 

教
科
又
は 

介護等体験事前指導  １ 

２７ 

初等教育教員養成コース 

選択科目 ２６ 
第一類～第五類 

特別科目（特定プログラムを含めない。） 

卒 業 研 究 ６ 初等教育教員養成コースほか 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  
１. 『教科専門科目』欄の「初等社会」「初等理科」「生活」「初等家庭」「初等音楽」「図画工作」「初等体育」「初等外国語」は，「初等社

会」「初等理科」「生活」「初等家庭」から２科目４単位，「初等音楽」「図画工作」「初等体育」「初等外国語」から２科目４単位を修得
すること。なお，所定の単位を超えて修得した単位は，『教科又は教職科目』欄の「選択科目」の単位に含むことができる。 

２． 『教科又は教職科目』欄の「選択科目」の26単位は，第一類～第五類及び特別科目で開設されている教育職員免許法上の「教科及び
教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関
する科目」「教育実践に関する科目」「大学が独自に設定する科目」の中から選択することができる。 

なお，「学習開発学入門Ⅰ」「学習開発学入門Ⅱ」「教科と実践」「教科と研究」も上記の単位数に含むことができる。 
３． 教職実践演習（幼･小）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で小学校教育実習Ⅰの単位を修得し

ていること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターまでに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習
の単位を修得見込みであることを条件に，履修を認める。 

４.  『卒業研究』は，初等カリキュラム専修を専攻する者は「初等教科研究法Ⅰ・Ⅱ」の２単位と「卒業論文」４単位，学習開発実践専
修を専攻する者は「学習開発研究法Ⅰ・Ⅱ」の２単位と「卒業論文」４単位を履修すること。 

なお，『卒業研究』６単位は，同一類内の他専修又は第二類～第五類の他コースで開設されている『卒業研究』６単位又は８単位で
代えることができる。ただし，その場合は他の専修又はコースの指定に従って履修しなければならない。 
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第第一一類類  初初等等教教育育教教員員養養成成ココーースス（（初初等等教教育育教教員員養養成成ププロロググララムム））                           

                              開設単位数欄の○印数字は必修 
教職専門科目                              履修ｾﾒｽﾀｰの○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 
単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

教 
 

育 
 

学 
 

及 
 

び 
 

心 
 

理 
 

学 

教職入門 ②  ○       教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。） 
 

教育の思想と原理 ②   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

教育課程論 ②    ○     教育課程の意義及び編成の方法（カリキ

ュラム・マネジメントを含む。）  

教育と社会・制度 ②    ○     
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応

を含む。） 
 

特別活動指導法 ②   ○      特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ②     ○    教育の方法及び技術，情報通信技術

を活用した教育の理論及び方法  

道徳教育指導法 ②     ○    道徳の理論及び指導法  

児童・青年期発達論 ②   ○      幼児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程  

生徒・進路指導論 ②     ○    生徒指導の理論及び方法，進路指導
及びキャリア教育の理論及び方法  

教育相談 ②     ○    教育相談（カウンセリングに関する基礎

的な知識を含む。）の理論及び方法  

総合的な学習の時間の指導法  ①      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 ①      ○   
特別の支援を必要とする幼児、児童及び

生徒に対する理解 
  

教 
 

科 
 

教 
 

育 
 

法 

初等国語科教育法 ②    ○     教科（国語）の指導法  

初等社会科教育法 ②     ○    教科（社会）の指導法  

算数科教育法 ②     ○    教科（算数）の指導法  

初等理科教育法 ②    ○     教科（理科）の指導法  

生活科教育法 ②    ○     教科（生活）の指導法  

初等音楽科教育法 ②     ○    教科（音楽）の指導法  

図画工作科教育法 ②     ○    教科（図画工作）の指導法  

初等体育科教育法 ②     ○    教科（体育）の指導法  

初等家庭科教育法 ②     ○    教科（家庭）の指導法  

初等外国語教育法 ②    ○     教科（外国語）の指導法  

教
育
実
習 

小学校教育実習入門 ② ○        教育実習（事前指導）  

小学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ａ ①     ○    教育実習（事前指導）  

小学校教育実習Ⅰ ⑤      ○   教育実習（小学校本免用）  

教
職
実
践
演
習 

教職実践演習（幼・小） ②        ○ 教職実践演習  
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教科専門科目                                               

区 

分 

授 業 科 目 
単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

教 
 

科 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

初等国語 ②   ○      国語（書写を含む。）  

算数 ②  ○       算数  

初等社会 ２ 

④ 

○        社会  

初等理科 ２  ○       理科  

生活 ２   ○      生活  

初等家庭 ２  ○       家庭  

初等音楽 ２ 

④ 

   ○     音楽  

図画工作 ２    ○     図画工作  

初等体育 ２   ○      体育  

初等外国語 ２    ○     外国語  
 
 
教科又は教職専門科目                                            

区 

分 

授 業 科 目 

単 
位 

数 
開 

 
設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

 

介護等体験事前指導 ①   ○      大学が独自に設定する科目  

言語障害教育総論 ２     ○    〃  

ＬＤ等教育総論 ２   ○      〃  

重複障害教育総論 ２     ○    〃  

教 

職 

選 

択 

科 

目 

外国人児童・生徒の教育 ２ ○        
教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。） 

  

学習指導・評価論 ２      ○   
教育の方法及び技術（情報機器及び教材

の活用を含む。） 
  

学校教育総論 ２       ○  
教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。） 

  

野外活動実践 １ ○        特別活動の指導法   

野外教育実践 １  ○        〃   

地域教育実践Ⅰ ２ ○ ○        〃   

地域教育実践Ⅱ ２   ○ ○      〃   

地域教育実践支援実習Ⅰ ２     ○ ○   
教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。） 
  

地域教育実践支援実習Ⅱ ２       ○ ○  〃   

子どもの心と学び支援実習Ⅰ ２ ○ ○       
教育相談（カウンセリングに関する基礎

的な知識を含む。）の理論及び方法 
  

子どもの心と学び支援実習Ⅱ ２   ○ ○     〃  

子どもの心と学び支援実習Ⅲ ２     ○ ○    〃  

子どもの心と学び支援実習Ⅳ ２       ○ ○  〃  
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

教 
 
 

職 
 
 

選 
 
 

択 
 
 

科 
 
 

目 

幼児教育課程論 ２      ○   
教育課程の意義及び編成の方法（カリ 

キュラム・マネジメントを含む。） 
 

幼児教育方法論 ２       ○  
教育の方法及び技術（情報機器及び

教材の活用を含む。） 
 

幼児理解・教育相談 ２     ○    

幼児理解の理論及び方法、教育相談（カ

ウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法 

 

学習開発学入門Ⅰ ２   ○        

学習開発学入門Ⅱ ２    ○       

初等教育カリキュラム開発論 ２   ○      
教育課程の意義及び編成の方法（カリキ

ュラム・マネジメントを含む。） 
 

初等国語科学習指導論 ２      ◯   教科（国語）の指導法   

初等社会科学習指導論 ２      ◯   教科（社会）の指導法   

算数科学習指導論 ２       ◯  教科（算数）の指導法   

初等理科学習指導論 ２     ○    教科（理科）の指導法  

生活科学習指導論 ２     ○    教科（生活）の指導法   

初等音楽科学習指導論 ２  ○       教科（音楽）の指導法   

図画工作科学習指導論 ２    ○     教科（図画工作）の指導法   

初等体育科学習指導論 ２    ○     教科（体育）の指導法   

初等家庭科学習指導論 ２    ○     教科（家庭）の指導法   

初等外国語学習指導論 ２     ○    教科（外国語）の指導法   

教  

科  

選  

択  

科  

目 

教科と実践 ２       ○     

教科と研究 ２       ○ ○     

 

 

卒業研究                                                                                   

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

卒 

業 

研 

究 

学習開発研究法Ⅰ ①     ○     学習開発

実践専修 学習開発研究法Ⅱ ①      ○    

初等教科研究法Ⅰ ①     ○     初等カリキ

ュラム専修 初等教科研究法Ⅱ ①      ○    

卒業論文 ④          両専修共通 
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

 

第第 一一 類類 （（ 学学 校校 教教 育育 系系 ））  

○ 特特別別支支援援教教育育教教員員養養成成ココーースス（（特特別別支支援援教教育育教教員員養養成成ププロロググララムム）） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 
 

平  和  科  目   ２ 

 ２９ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門   ２ 

教養ゼミ   ２ 

展開ゼミ   ０ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群   ４ 

自然科学系科目群   ４ 

外国語科目 
英 語   ４ 

初修外国語   （０） 

情報・データサイエンス科目   ４ 

健康スポーツ科目   ２ 

社会連携科目   （０） 

基  盤  科  目   （０） 

自 由 選 択 科 目   ５ 

専
門
教
育 

専門基礎科目 
教職専門科目   ４９ 

１０３ 
教科専門科目  １０ 

専門科目 特別支援教育に関する専門科目  ３８ 

卒 業 研 究   ６ 

合       計 １３２ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第一一類類  特特別別支支援援教教育育教教員員養養成成ココーースス（（特特別別支支援援教教育育教教員員養養成成ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

教 
 
 

職 
 
 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

教職入門  ２ 

４９ 初等教育教員養成コースほか 

教育の思想と原理  ２ 

教育課程論  ２ 

教育と社会・制度  ２ 

特別活動指導法  ２ 

教育方法・技術論及び情報活用教育論  ２ 

道徳教育指導法  ２ 

児童・青年期発達論  ２ 

生徒・進路指導論  ２ 

教育相談  ２ 

総合的な学習の時間の指導法  １ 

特別支援教育  １ 

初等国語科教育法  ２ 

初等社会科教育法   ２ 

算数科教育法  ２ 

初等理科教育法  ２ 

生活科教育法  ２ 

初等音楽科教育法  ２ 

図画工作科教育法  ２ 

初等体育科教育法  ２ 

初等家庭科教育法  ２ 

初等外国語教育法  ２ 

教職実践演習（幼･小）  ２ 

教育実習指導Ａ  １ 

小学校教育実習Ⅰ  ４ 

教 

科 
専 

門 

科 

目 

初等国語  ２ 

１０ 初等教育教員養成コース 

算数  ２ 

初等社会   ２ 

初等理科  ２ 

生活  ２ 

初等家庭  ２ 

初等音楽  ２ 

図画工作  ２ 

初等体育  ２ 

初等外国語  ２ 

関
す
る
専
門
科
目 

特
別
支
援
教
育
に 

基礎理論  ２ 

３８ 
特別支援教育教員養成コース 

心理，生理及び病理 １０ 

教育課程及び指導法 １０ 

免許領域以外の領域科目  ５ 

特別支援教育に関する選択科目   ８ 

特別支援教育実習   ３ 

発展科目  

  卒 業 研 究        ６ 特別支援教育教員養成コース 

＜履修上の注意＞ 
１．「特別支援教育に関する選択科目」については，次のように履修すること。   
（１）視覚障害教育領域の「心理，生理及び病理」および「教育課程及び指導法」に関する科目の中から４単位以上。 
（２）聴覚障害教育領域の「心理，生理及び病理」および「教育課程及び指導法」に関する科目の中から４単位以上。 
２．教職実践演習（幼･小）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で小学校教育実習Ⅰの単位を修得
していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターまでに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実
習の単位を修得見込みであることを条件に，履修を認める。 

３．「発展科目」は，免許取得の要件には含まれない。 
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第第一一類類  特特別別支支援援教教育育教教員員養養成成ココーースス（（特特別別支支援援教教育育教教員員養養成成ププロロググララムム））                                

                       開設単位数欄の○印数字は必修 

特別支援教育に関する専門科目                   履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

基礎理論 特別支援教育総論 ② ○        特別支援教育の基礎理論に関する科目  

心
理
、
生
理
及
び
病
理 

大脳生理・病理 ２    ○      心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目  

視覚障害心理学 ② ○            〃  

視覚障害測定・評価演習 １    ○     〃  

聴覚障害心理学 ② ○        〃  

聴覚障害測定・評価演習 １   ○      〃  

知的障害心理学 ② ○        〃   

知的障害測定・評価演習 １   ○      〃  

肢体不自由心理学 ②  ○       〃  

病弱心理学 ②   ○      〃  

教
育
課
程
及
び
指
導
法 

視覚障害教育基礎論 ②  ○       心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目  

視覚障害「自立活動」指導法Ｉ ２   ○        〃   

点字の理論と実際Ｉ ２    ○     〃   

視覚障害「自立活動」指導法Ⅱ ２      ○     〃   

点字の理論と実際Ⅱ ２     ○      〃   

聴覚障害教育基礎論 ②  ○         〃  

聴覚障害「自立活動」指導法 ２   ○        〃   

聴覚障害教育授業法Ⅰ ２    ○     〃   

聴覚障害ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩ ２    ○       〃   

聴覚障害ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ２     ○      〃   

知的障害教育基礎論 ②  ○       〃  

知的障害指導法Ⅰ ２    ○       〃  

知的障害指導法Ⅱ ２     ○      〃  

肢体不自由教育基礎論 ②   ○        〃  

肢体不自由指導法Ⅰ ２    ○     〃  

肢体不自由指導法Ⅱ ２     ○    〃  

病弱教育基礎論 ②   ○      〃   

病弱指導法Ⅰ ２      ○   〃  

病弱指導法Ⅱ ２       ○  〃  

の
領
域
科
目 

免
許
領
域
以
外 

言語障害教育総論 ②     ○    免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関する科目   

ＬＤ等教育総論 ②   ○      〃  

重複障害教育総論 ②     ○    〃  
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

発 

展 

科 

目 

特別支援教育支援技術総論 ２      ○     

特別支援教育支援技術総論 ２      ○     

視覚管理 ２      ○     

視覚障害教材作成法 ２       ○    

視覚障害教育授業法 ２     ○      

聴覚障害教育授業法Ⅱ ２     ○      

聴覚障害乳幼児指導法 ２      ○    隔年開講 

特別支援教育教材開発演習 １    ○       

知的障害職業教育実践演習 １       ○    

知的障害測定・評価実践演習 ２      ○     

教
育
実
習 

特
別
支
援 

特別支援学校教育実習入門 １ ○          

特別支援学校教育実習観察 １    ○       

特別支援学校教育実習 ③      ○   心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習  

特別支援学級教育演習 １        ○   

卒
業
研
究 

特別支援教育研究法Ⅰ ①     ○      

特別支援教育研究法Ⅱ ①      ○     

卒業論文 ④           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  二二  類類（（科科学学文文化化教教育育系系））  

○ 自自然然系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（理理科科））ププロロググララムム）） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 
 

平 和 科 目  ２ 

４０ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会学科系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ６ 

初修外国語  （０） 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基 盤 科 目  ８ 

自 由 選 択 科 目  ６ 

専 

門 

教 
育 

専 門 基 礎 科 目 １６ 

８８ 

専 門 科 目 ４０ 

専 門 選 択 科 目 
２６ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第 二二 類類   自自 然然 系系 ココ ーー スス（（中中等等教教育育科科学学（（理理科科））ププロロググララムム））  

  

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専
門
基
礎
科
目 

自然システム（理科）教育法Ⅰ ２ 

１６ 

自 然 系 コ ー ス 

自然システム（理科）教育法Ⅱ ２ 

自然システムの理解（物理） ２ 

自然システムの理解（化学） ２ 

自然システムの理解（生物） ２ 

自然システムの理解（地学） ２ 

自然システム理解実験（物理） １ 

自然システム理解実験（化学） １ 

自然システム理解実験（生物） １ 

自然システム理解実験（地学） １ 

専

門

科

目 

自然システム（理科）教育実践論 ２ 

４０ 

理科カリキュラム論 ２ 
力とエネルギーのリテラシーⅠ ２ 
力とエネルギーのリテラシーⅡ ２ 
物質と反応のリテラシーⅠ ２ 
物質と反応のリテラシーⅡ ２ 
生物とその多様性のリテラシーⅠ ２ 
生物とその多様性のリテラシーⅡ ２ 
宇宙と地球のリテラシーⅠ ２ 
宇宙と地球のリテラシーⅡ ２ 
科学教育史 

６ 

比較科学教育論 

科学教育デザイン論 

科学教育教材メディアデザイン論 

理科教育評価論 

理科授業プランニング論 

理科教材プランニング論 

物理教材内容論Ⅰ 

８ 

物理教材内容論Ⅱ 

物理教材内容論Ⅲ 

化学教材内容論Ⅰ 

化学教材内容論Ⅱ 

化学教材内容論Ⅲ 

生物教材内容論Ⅰ 

生物教材内容論Ⅱ 

生物教材内容論Ⅲ 

地学教材内容論Ⅰ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第 二二 類類   自自 然然 系系 ココ ーー スス（（中中等等教教育育科科学学（（理理科科））ププロロググララムム））  

  

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専
門
基
礎
科
目 

自然システム（理科）教育法Ⅰ ２ 

１６ 

自 然 系 コ ー ス 

自然システム（理科）教育法Ⅱ ２ 

自然システムの理解（物理） ２ 

自然システムの理解（化学） ２ 

自然システムの理解（生物） ２ 

自然システムの理解（地学） ２ 

自然システム理解実験（物理） １ 

自然システム理解実験（化学） １ 

自然システム理解実験（生物） １ 

自然システム理解実験（地学） １ 

専

門

科

目 

自然システム（理科）教育実践論 ２ 

４０ 

理科カリキュラム論 ２ 
力とエネルギーのリテラシーⅠ ２ 
力とエネルギーのリテラシーⅡ ２ 
物質と反応のリテラシーⅠ ２ 
物質と反応のリテラシーⅡ ２ 
生物とその多様性のリテラシーⅠ ２ 
生物とその多様性のリテラシーⅡ ２ 
宇宙と地球のリテラシーⅠ ２ 
宇宙と地球のリテラシーⅡ ２ 
科学教育史 

６ 

比較科学教育論 

科学教育デザイン論 

科学教育教材メディアデザイン論 

理科教育評価論 

理科授業プランニング論 

理科教材プランニング論 

物理教材内容論Ⅰ 

８ 

物理教材内容論Ⅱ 

物理教材内容論Ⅲ 

化学教材内容論Ⅰ 

化学教材内容論Ⅱ 

化学教材内容論Ⅲ 

生物教材内容論Ⅰ 

生物教材内容論Ⅱ 

生物教材内容論Ⅲ 

地学教材内容論Ⅰ 

専

門

科

目 

地学教材内容論Ⅱ 
 

 自 然 系 コ ー ス 

地学教材内容論Ⅲ 

物理教材内容演習 

４ 
化学教材内容演習 

生物教材内容演習 

地学教材内容演習 

物理教材内容実験 

２ 
化学教材内容実験 

生物教材内容実験 

地学教材内容実験 

専 門 選 択 科 目 
２６ 教 育 学 部 ほ か 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 自 然 系 コ ー ス 

 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

１． 『卒業研究』の６単位については，「自然システム教育研究法」２単位と「卒業論文」４単位を充て

ること。 

２． 『自由選択科目』の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２６単位まで認める。 

３． 『専門科目』のうち４０単位を超えて修得した単位数は，『自由選択科目』の修得単位数に含めるこ

とができる。 

４． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。 
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第第二二類類  自自然然系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（理理科科））ププロロググララムム））                            

開設単位数欄の○印数字は必修 

       履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

基

礎

科

目 

自然システム（理科）教育法Ⅰ ②   ○      教科の指導法（理科）  

自然システム（理科）教育法Ⅱ ②    ○     〃  

自然システムの理解（物理） ② ○        物理学  

自然システムの理解（化学） ② ○        化学  

自然システムの理解（生物） ② ○        生物学  

自然システムの理解（地学） ② ○        地学  

自然システム理解実験（物理） ①    ○     
物理学実験（コンピュ

ータ活用を含む。） 
 

自然システム理解実験（化学） ①    ○     
化学実験（コンピュー

タ活用を含む。） 
 

自然システム理解実験（生物） ①   ○      
生物学実験（コンピュ

ータ活用を含む。） 
 

自然システム理解実験（地学） ①   ○      
地学実験（コンピュー

タ活用を含む。） 
 

専 
 
 
 
 
 

門 
 
 
 
 
 

科 
 
 
 
 
 

目 

自然システム（理科）教育実践論 ②     ○    教科の指導法（理科）  

科学教育史 ２     ○    大学が独自に設定する科目  

比較科学教育論 ２    ○     〃  

科学教育デザイン論 ２       ○  〃  

科学教育教材メディアデザイン論 ２       ○  〃  

理科カリキュラム論 ②   ○      教科の指導法（理科）  

理科教育評価論 ２      ○   大学が独自に設定する科目  

理科授業プランニング論 ２    ○     教科の指導法（理科）  

理科教材プランニング論 ２     ○    〃  

力とエネルギーのリテラシーⅠ ②  ○       物理学  

力とエネルギーのリテラシーⅡ ②   ○       〃  

物質と反応のリテラシーⅠ ②  ○       化学  

物質と反応のリテラシーⅡ ②   ○      〃  

生物とその多様性のリテラシーⅠ ②  ○       生物学  

生物とその多様性のリテラシーⅡ ②   ○       〃  

宇宙と地球のリテラシーⅠ ②  ○       地学  

宇宙と地球のリテラシーⅡ ②   ○      〃  
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 
 
 
 

門 
 
 
 
 
 

科 
 
 
 
 
 

目 

物理教材内容論Ⅰ ２    ○     物理学  

物理教材内容論Ⅱ ２     ○    〃  

物理教材内容論Ⅲ ２      ○   〃  

化学教材内容論Ⅰ ２    ○     化学  

化学教材内容論Ⅱ ２     ○    〃  

化学教材内容論Ⅲ ２      ○   〃  

生物教材内容論Ⅰ ２    ○     生物学  

生物教材内容論Ⅱ ２     ○    〃  

生物教材内容論Ⅲ ２      ○    〃  

地学教材内容論Ⅰ ２    ○     地学  

地学教材内容論Ⅱ ２     ○    〃  

地学教材内容論Ⅲ ２      ○    〃  

物理教材内容演習 ２     ○    物理学  

化学教材内容演習 ２     ○    化学  

生物教材内容演習 ２     ○    生物学  

地学教材内容演習 ２     ○    地学  

物理教材内容実験 ２      ○   
物理学実験（コンピュ

ータ活用を含む。） 
 

化学教材内容実験 ２      ○   
化学実験（コンピュー

タ活用を含む。） 
 

生物教材内容実験 ２      ○   
生物学実験（コンピュ

ータ活用を含む。） 
 

地学教材内容実験 ２      ○   
地学実験（コンピュー

タ活用を含む。） 
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

選

択

科

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内

容（チーム学校運営への対応を含

む。） 
 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程   

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的、制度的又

は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を

含む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメン

トを含む。） 
 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術，情報

通信技術を活用した教育の

理論及び方法 
 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法、進路

指導及びキャリア教育の理論

及び方法 
 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 
 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習（中・高） ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

サイエンスミュージアム教育論 ２       ○    

自然環境・防災学習論 ２       ○    

機器分析化学 ２       ○   理学部 

分子遺伝学Ａ ２       ○   理学部 

細胞生物学Ａ ２       ○   理学部 

日本環境地誌 ２        ○  総合科学部 

自  由 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特

別科目及び他学部等が開設す

る専門教育科目（副専攻プログ

ラム及び特定プログラムを含

む。） 

           

卒業研究 

自然システム教育研究法 ①・①     ○ ○     

卒業論文 ④           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  二二  類類（（科科学学文文化化教教育育系系））  

○ 数数理理系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（数数学学））ププロロググララムム）） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 

平  和  科  目  ２ 

４２ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ２ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  ０ 

基  盤  科  目  ８ 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 ２４ 

８６ 

専 門 科 目 １８ 

専 門 選 択 科 目 
３８ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第 二二 類類   数数 理理 系系 ココ ーー スス（（中中等等教教育育科科学学（（数数学学））ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専
門
基
礎
科
目 

Ⅰ 数学教育学 ６ 

２４ 数 理 系 コ ー ス 

Ⅱ 代数学 ４ 

Ⅲ 幾何学 ４ 

Ⅳ 解析学 ４ 

Ⅴ 確率論・統計学 ２ 

Ⅵ コンピュータ ４ 

専  門  科  目 １８ 

教 育 学 部 ほ か 専 門 選 択 科 目 
３８ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 数 理 系 コ ー ス 

 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

 １． 『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，38単位まで認める。 

２． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。 
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第第二二類類  数数理理系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（数数学学））ププロロググララムム））                            

開設単位数欄の○印数字は必修 

                                履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

基

礎

科

目 

Ⅰ 

数学教育学概論Ⅰ ②   ○      教科の指導法（数学）  

数学教育学概論Ⅱ ②    ○      〃  

数学教育方法論 ②  ○        〃  

Ⅱ 
代数学概論 ②   ○      代数学  

代数学概論演習 ②    ○      〃  

Ⅲ 
幾何学概論 ②   ○      幾何学  

幾何学概論演習 ②    ○      〃  

Ⅳ 
解析学概論 ②   ○      解析学  

解析学概論演習 ②    ○      〃  

Ⅴ 数理統計学概論 ②   ○      「確率論、統計学」  

Ⅵ 
コンピュータ基礎演習Ⅰ ②   ○      コンピュータ  

コンピュータ基礎演習Ⅱ ②   ○       〃  

専

門

科

目 

Ⅰ 

数学教育カリキュラム論 ２     ○    教科の指導法（数学）  

数学教育史 ２       ○  大学が独自に設定する科目  

数学教育学研究 ２      ○   教科の指導法（数学）  

Ⅱ 

代数学研究法Ⅰ ２     ○    代数学  

代数学Ａ ２       ○   〃 理学部 

代数学Ｂ ２        ○  〃 理学部 

代数内容研究 ２      ○    〃  

Ⅲ 

幾何学研究法Ⅰ ２     ○    幾何学  

幾何学研究法Ⅱ ２      ○    〃  

幾何学Ａ ２       ○   〃 理学部 

幾何学Ｂ ２        ○  〃 理学部 

幾何内容研究 ２      ○    〃  

Ⅳ 

解析学研究法Ⅰ ２     ○    解析学  

解析学研究法Ⅱ ２      ○    〃  

解析学Ａ ２       ○   〃 理学部 

解析学Ｃ ２        ○  〃 理学部 

解析内容研究 ２      ○    〃  

Ⅴ 

確率・統計Ａ ２     ○    「確率論、統計学」 理学部 

確率・統計Ｂ ２      ○    〃 理学部 

統計的検定 ２     ○     〃 情報科学部 

推測統計学 ２     ○     〃 情報科学部 

―専門53―



区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

選

択

科

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。） 

 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項（学校と

地域との連携及び学校安全

への対応を含む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメン

トを含む。） 

 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術，情報

通信技術を活用した教育の

理論及び方法 
 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法、

進路指導及びキャリア教育

の理論及び方法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法 
 

総合的な学習の時間の指導法 １      〇   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習(中・高) ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

自 由  

選択科目 

本コース，本学部他コース，特
別科目及び他学部等が開設す
る専門教育科目（副専攻プログ
ラム及び特定プログラムを含
む。） 

           

卒業研究 

数学教育実践研究 ２ 

② 

      ○    

代数教育内容研究 ２       ○    

幾何教育内容研究 ２       ○    

解析教育内容研究 ２       ○    

卒業論文 ④           

 

―専門54―



学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  二二  類類（（科科学学文文化化教教育育系系））  

○ 技技術術・・情情報報系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（技技術術・・情情報報））ププロロググララムム））  

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 
 

平  和  科  目  ２ 

３８ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  （０） 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  （０） 

自 由 選 択 科 目 １４ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 ３８ 

９０ 

専 門 科 目 １６ 

専 門 選 択 科 目 
３０ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

 

―専門55―



専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第二二類類  技技術術・・情情報報系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（技技術術・・情情報報））ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専

門

基

礎

科

目 

技術教育概論Ⅰ  ２ 

３８ 
技術・情報系コース 

情報教育論Ⅰ  ２ 

木材活用概論  ２ 

金属活用概論  ２ 

機械活用概論  ２ 

電気電子活用概論Ⅰ  ２ 

情報活用概論Ⅰ  ２ 

情報活用概論Ⅱ  ２ 

メカトロニクス創造実習  ２ 

選択専門基礎科目 ２０ 

専 門 科 目 １６ 

専 門 選 択 科 目 
３０ 教 育 学 部 ほ か 

自 由 選 択 科 目 

卒  業  研  究  ６ 技術・情報系コース 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

 １． 『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３０単位まで認める。 

 ２． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。  
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第第二二類類  技技術術・・情情報報系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（技技術術・・情情報報））ププロロググララムム））                      

  開設単位数欄の○印数字は必修 

     履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

基

礎

科

目 

技術教育概論Ⅰ ②   ○      教科の指導法（技術）  

情報教育論Ⅰ ②   ○      教科の指導法（情報）  

木材活用概論 ②  ○       
木材加工（製図及び実習を含

む。） , 工業の関係科目 
 

金属活用概論 ②  ○       
金属加工（製図及び実習を含

む。） ,  〃 
 

機械活用概論 ②   ○      機械（実習を含む。） , 〃  

電気電子活用概論I ②   ○      電気（実習を含む。） , 〃  

情報活用概論Ⅰ ② ○        
コンピュータ・情報処理（実習

を含む。） 
 

情報活用概論Ⅱ ② ○        〃  

メカトロニクス創造実習 ②     ○    
機械（実習を含む。），工業の関

係科目 
 

メカトロニクス基礎実習 ２    ○     〃 , 〃  

ハードウェア概論 ２    ○     
情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ（実習を含む。）,

〃 
 

木材活用教材演習Ⅰ １   ○      
木材加工（製図及び実習を含

む。）,  〃 
 

金属活用教材演習Ⅰ １   ○      
金属加工（製図及び実習を含

む。） ,  〃 
 

メカトロニクス教材演習 １ ○        機械（実習を含む。） , 〃  

電気電子活用概論Ⅱ ２    ○     電気（実習を含む。） , 〃  

ハードウェア教材演習 １  ○       
情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ（実習を含む。）, 

〃 
 

技術教育概論Ⅱ ２    ○     教科の指導法（技術）  

情報教育論Ⅱ ２     ○    教科の指導法（情報）  

情報システム概論 ２   ○      情報システム（実習を含む。）  

情報ネットワーク概論 ２    ○     
情報通信ネットワーク（実習を

含む。） 
 

マルチメディアの活用 ２      ○   
マルチメディア表現・マルチメ

ディア技術（実習を含む。） 
 

プログラミングの学習 ２    ○     
コンピュータ・情報処理（実習

を含む。） 
 

教育現場の問題解決に向けたデ
ータ活用・データサイエンス 

２    ○       〃  

情報活用概論Ⅲ ２  ○         〃  

技術教育プランニング論 ２     ○    教科の指導法（技術）  

技術教育方法・評価論 ２    ○       〃  
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

科

目 

工業科教育方法論Ⅰ ２    ○     教科の指導法（工業）  

工業科教育方法論Ⅱ ２     ○      〃  

情報教育プランニング論 ２      ○   教科の指導法（情報）  

職業指導 ２       ○  職業指導  

木材機械加工概論 ２     ○    
木材加工（製図及び実習を含

む。） , 工業の関係科目 
 

木材活用教材演習Ⅱ １    ○     〃  , 〃  

木材活用教材演習Ⅲ １      ○   〃  , 〃  

基礎製図 １   ○      〃  , 〃  

金属機械加工概論 ２      ○   
金属加工（製図及び実習を含

む。） ,  〃 
 

金属活用教材演習Ⅱ １     ○    〃  , 〃  

メカトロニクス設計製図 １    ○     機械（実習を含む。） , 〃  

エネルギー活用論 ２    ○     〃 ， 〃  

工業教育の数理 ２  ○       工業の関係科目  

栽培活用概論 ２     ○    
栽培（実習を含む。） , 工業の

関係科目 
 

栽培活用教材演習 １      ○   〃 ,  〃  

情報社会論 ２   ○      情報社会・情報倫理  

アルゴリズム論 ２   ○      
コンピュータ・情報処理（実習

を含む。） 
 

システム制御Ⅰ ２   ○       〃 工学部 

システム制御Ⅱ ２    ○      〃 工学部 

ディジタル制御 ２     ○     〃  

モデリングとシミュレーション ２      ○    〃  

データベース ２    ○     情報システム（実習を含む。） 情報科学部 

情報と職業 ２     ○    情報と職業  

ハードウェア研究法 ２       ○  
コンピュータ・情報処理（実習

を含む。） 
 

ネットワーク研究法 ２       ○  
情報通信ネットワーク（実習を

含む。） 
 

マルチメディア研究法 ２       ○  
マルチメディア表現・マルチメ

ディア技術（実習を含む。） 
 

技術教育研究法 ２      ○   教科の指導法（技術）  
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

選

択

科

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務

内容（チーム学校運営への対応を

含む。） 
 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的、制度的又

は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を

含む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメン

トを含む。） 
 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通信

技術を活用した教育の理論及

び方法 
 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法、進路

指導及びキャリア教育の理論

及び方法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 
 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習(中・高) ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

自  由 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特別

科目及び他学部等が開設する専

門教育科目（副専攻プログラム及

び特定プログラムを含む。） 

           

卒業研究 卒業論文 ⑥           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  二二  類類（（科科学学文文化化教教育育系系））  

○ 社社会会系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（社社会会・・地地理理歴歴史史・・公公民民））ププロロググララムム））  

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 

平  和  科  目  ２ 

３２ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  （０） 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  （０） 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 １６ 

９６ 

専 門 科 目 ４０ 

専 門 選 択 科 目 
３２ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ８ 

合       計 １２８ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第 二二 類類   社社 会会 系系 ココ ーー スス（（中中等等教教育育科科学学（（社社会会・・地地理理歴歴史史・・公公民民））ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目 

社会認識教育学  ６ 

５６ 社 会 系 コ ー ス ほ か 

社
会
認
識
内
容
学 

Ⅰ 地理認識内容学  ２ 

Ⅱ 歴史認識内容学  ４ 

Ⅲ 市民性内容学  ２ 

Ⅳ 社会科学認識内容学  ２ 

選択科目 ４０ 

専 門 選 択 科 目 
３２ 教 育 学 部 ほ か 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ８ 社 会 系 コ ー ス 

 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

 １． 『専門基礎科目・専門科目』欄の「社会認識教育学」６単位は，「社会認識教育学概論」（必修）２単

位と「社会認識教育学」の中から４単位を修得すること。 

 ２． 『専門基礎科目・専門科目』欄の「社会認識内容学」は，開設授業科目表に示すⅠ～Ⅳの科目の中か

ら，それぞれ指定された単位を修得すること。 

 ３． 『専門基礎科目・専門科目』は，専門基礎科目１６単位，専門科目４０単位以上修得すること。 

４． 『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３２単位まで認める。 
 ５． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。 
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第第二二類類  社社会会系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（社社会会・・地地理理歴歴史史・・公公民民））ププロロググララムム））                   

                                   開設単位数欄の○印数字は必修 

                                   履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

基

礎

科

目 

社
会
認
識
教
育
学 

社会認識教育学概論 ②  ○         

社会科教育論 ２   ○      教科の指導法（社会）  

地理歴史科教育論 ２    ○     教科の指導法（社会，地歴）  

公民科教育論 ２    ○     教科の指導法（社会，公民）  

Ⅰ 

地理学概説Ⅰ ２   ○      
地理学（地誌を含む。），人文地理
学・自然地理学  

地理学概説Ⅱ ２  ○       〃 ， 〃  

Ⅱ 

日本史概説 ２  ○       日本史・外国史 ，日本史  

世界史概説 ２   ○      〃    ，外国史  

 
 

Ⅲ 

倫理学概説 ２    ○     
「哲学、倫理学、宗教学」，「哲
学、倫理学、宗教学、心理学」  

哲学概論Ⅰ ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

哲学概論Ⅱ ２    ○     〃    ， 〃 文学部 

Ⅳ 

法律学概説 ２  ○       
「法律学、政治学」，「法律学（国
際法を含む。）、政治学（国際政
治を含む。）」 

 

政治学原論 ２   ○      〃 ， 〃 法学部 

現代法政策論 ２    ○     〃 ， 〃 総合科学部 

経済学概説 ２ ○        
「社会学、経済学」，「社会学、
経済学（国際経済を含む。）」 

 

社会学１ ２    ○     〃 ， 〃 法学部 

社会学２ ２    ○     〃 ， 〃 法学部 

社会学方法論 ２    ○     〃 ， 〃 総合科学部 

環境経済論 ２   ○      〃 ， 〃 総合科学部 

社会生態人類学 ２   ○      〃 ， 〃 総合科学部 

専

門

科

目 

社
会
認
識
教
育
学 

社会系（地理歴史）カリキュラムデザイン論 ２     ○    教科の指導法（社会，地歴）  

社会系（公民）カリキュラムデザイン論 ２     ○    教科の指導法（社会，公民）  

社会系（地理歴史）教科指導法 ２   ○      教科の指導法（社会，地歴）  

社会系（公民）教科指導法 ２   ○      教科の指導法（社会，公民）  

Ⅰ 

自然地理学研究 ２     ○    
地理学（地誌を含む。），人文地理
学・自然地理学  

人文地理学研究 ２     ○    〃 ， 〃  

自然地理学実習 １    ○     〃 ， 〃  

世界地誌 ２    ○      〃 ，地誌  

地域研究法Ⅰ ２      ○   〃 ， 〃  

地域研究法Ⅱ ２      ○   〃 ， 〃  

人文地理学実習 １     ○    
地理学（地誌を含む。），人文地理
学・自然地理学  

日本環境地誌 ２    ○      〃 ，地誌 総合科学部 

ヨーロッパ環境地誌 ２   ○       〃 ，地誌 総合科学部 

地理情報システム学 ２     ○    〃 ，人文地理学・自然地理学 文学部 

地理情報システム学実習 １    ○      〃 ，〃 文学部 
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

Ⅱ 

日本中世研究Ａ ２   ○      日 本 史 ・ 外 国 史，日本史 文学部 

日本中世研究Ｂ ２    ○      文学部 

日本中世研究Ｃ ２     ○     文学部 

日本中世研究Ｄ ２      ○    文学部 

考古学概説 ２   ○      日 本 史 ・ 外 国 史，日本史 文学部 

社寺建築学研究 ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

文字資料解析学Ａ ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

文字資料解析学Ｂ ２    ○     〃    ， 〃 文学部 

中国経済史研究Ａ ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

地中海地域システム研究 ２   ○       〃    ， 〃 文学部 

地中海社会史研究 ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

ヨーロッパ社会経済史文書解析学A ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

ヨーロッパ社会経済史文書解析学B  ２     ○    〃    ， 〃 文学部 

ヨーロッパ政治文化論史料演習A ２    ○     〃    ， 〃 文学部 

ヨーロッパ政治文化論史料演習B ２     ○    〃    ， 〃 文学部 

アジア海域システム研究Ａ(東洋史) ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

東アジア地域システム研究Ａ ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

異文化交流史研究(西洋史) ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

ヨーロッパ社会経済史研究 ２   ○      〃    ， 〃 文学部 

ヨーロッパ海域システム研究 ２    ○     〃    ， 〃 文学部 

Ⅲ 

現代倫理研究 ２   ○      
「哲学、倫理学、宗教学」，「哲
学、倫理学、宗教学、心理学」  

 

応用倫理学研究 ２     ○    〃    ， 〃  

現代倫理学演習 ２      ○   〃    ， 〃  

仏教学概説 ２    ○     〃    ， 〃 文学部 

Ⅳ 
国際法１ ２   ○      

「法律学、政治学」，「法律学（国
際法を含む。）、政治学（国際政
治を含む。）」 

法学部 

国際法２ ２   ○      〃 ，  〃 法学部 

現代司法論 ２   ○      〃 ，  〃  

法学研究 ２     ○    〃 ，  〃  

法比較研究 ２      ○   〃 ，  〃  

国際政治学 ２   ○      〃 ，  〃 法学部 

国際政治経済学 ２     ○    〃 ，  〃 法学部 

中国政治史研究A ２   ○      〃 ，  〃 文学部 

中国政治史研究B ２    ○     〃 ，  〃 文学部 

ヨーロッパ政治社会史研究 ２   ○      〃 ，  〃 文学部 

社会調査論 ２   ○      
「社会学、経済学」，「社会学、
経済学（国際経済を含む。）」 

法学部 

経済学各論Ⅰ ２   ○      〃  ，  〃  

経済学各論Ⅱ ２    ○     〃  ，  〃  

経済学各論Ⅲ ２     ○    〃  ，  〃  

国際経済学１ ２    ○     〃  ，  〃 経済学部 

国際経済学２ ２    ○     〃  ，  〃 経済学部 
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

選

択

科

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー

ム学校運営への対応を含む。） 
 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     
教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを
含む。） 

 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術，情報通信技

術を活用した教育の理論及び方法 
 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法、進路指

導及びキャリア教育の理論及び方

法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論及

び方法 

 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、児

童及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

教職実践演習 ２        ○ 教職実践演習  

平和情報発信演習（戦争と平和の教育学）Ⅰ １ ○          

平和情報発信演習（戦争と平和の教育学）Ⅱ １  ○         

自   由 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特
別科目及び他学部等が開設する
専門教育科目（副専攻プログラ
ム及び特定プログラムを含む。）

            

卒
業
研
究 

社会認識教育研究演習 ２       ○    

地理内容研究演習 ２       ○    

倫理内容研究演習 ２       ○    

経済内容研究演習 ２       ○    

法内容研究演習 ２       ○    

卒業論文 ⑥           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  三三  類類（（言言語語文文化化教教育育系系））  

○ 国国 語語 文文 化化 系系 ココ ーー スス（（中中等等教教育育科科学学（（国国語語））ププロロググララムム））  

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 
 

平  和  科  目  ２ 

３４ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  ０ 

自 由 選 択 科 目  ６ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目  ４ 

９４ 

専 門 科 目 
発展科目Ⅰ １６ 

発展科目Ⅱ ３４ 

専 門 選 択 科 目 
３２ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ８ 

合       計 １２８ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第三三類類  国国語語文文化化系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（国国語語））ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専
門
基
礎
科
目 

国語文化基礎ゼミⅠ ２ 

 ４ 国語文化系コース 

国語文化基礎ゼミⅡ ２ 

専

門

科

目 

発

展

科

目

Ⅰ 

国語教育学概論Ⅰ  ２ 

５０ 国語文化系コース 

国語教育学概論Ⅱ  ２ 

国語文化概論Ａ（国語文化とことば）  ２ 

国語文化概論Ｂ（国語文化と文学）  ２ 

国語文化概論Ｃ（国語文化と漢文）  ２ 

国語文化概論Ｄ（国語文化と書写書道）  ２ 

国語文化の歴史Ａ（国語の歴史）   ２ 

国語文化の歴史Ｂ（国文学の歴史）  ２ 

発 展 科 目 Ⅱ ３４ 

専 門 選 択 科 目 
３２ 教 育 学 部 ほ か 

自 由 選 択 科 目 

卒  業  研  究  ８ 国語文化系コース 

 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

 １． 『卒業研究』の「国語文化研究法」（Ⅰ～Ⅱ＝教育系，Ⅲ～Ⅶ＝言語・文学系）は，卒業論文におけ

る研究領域に応じて１科目を選択履修すること。（２科目まで履修可能で２科目目の履修単位は専門教

育「自由選択科目」単位として認める。） 

２． 『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３２単位まで認める。 
 ３． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。 
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第第三三類類  国国語語文文化化系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（国国語語））ププロロググララムム））                          

  開設単位数欄の○印数字は必修 

      履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専門 

基礎科目 

国語文化基礎ゼミⅠ ②  ○         

国語文化基礎ゼミⅡ ②  ○         

専

門

科

目 

発

展

科

目

Ⅰ 

国語教育学概論Ⅰ ②   ○      教科の指導法（国語）  

国語教育学概論Ⅱ ②    ○      〃  

国語文化概論Ａ（国語文化とことば） ②  ○       
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

国語文化概論Ｂ（国語文化と文学） ②  ○       国文学（国文学史を含む。）  

国語文化概論Ｃ（国語文化と漢文） ②   ○      漢文学  

国語文化概論Ｄ（国語文化と書写書道） ②   ○      書道（書写を中心とする。）  

国語文化の歴史Ａ（国語の歴史） ②   ○      
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

国語文化の歴史Ｂ（国文学の歴史） ②   ○      国文学（国文学史を含む。）  

発

展

科

目

Ⅱ 

国語科学習開発論 ２    ○     教科の指導法（国語）  

国語科教材研究演習 ２    ○      〃   

国語科教育方法論 ２     ○     〃  

国語教育史 ２      ○   大学が独自に設定する科目  

国語科教育評価論 ２      ○    〃  

現代国語文化演習Ａ（国語学分野） ２   ○      
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

古代国語文化演習Ａ（国語学分野） ２    ○      〃  

古代国語文化研究Ａ（国語学分野） ２      ○    〃  

現代国語文化研究Ａ（国語学分野） ２     ○     〃  

現代国語文化演習Ｂ（国文学分野） ２   ○      国文学（国文学史を含む。）  

古代国語文化演習Ｂ（国文学分野） ２    ○      〃  

古代国語文化研究Ｂ（国文学分野） ２      ○    〃  

現代国語文化研究Ｂ（国文学分野） ２     ○    〃  

国語文化の歴史Ｃ（漢文学の歴史） ２    ○     漢文学  

漢字漢語文化研究 ２      ○    〃  

書写書道演習 ２    ○     書道（書写を中心とする。）  

国語文化の歴史Ｄ（書写書道の歴史） ２     ○       

古代中世文学概説 ２    ○     国文学（国文学史を含む。） 文学部 

古代中世文学演習Ⅰ ２   ○       〃 文学部 

古代中世文学研究法 ２     ○     〃 文学部 
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

科

目 

発

展

科

目

Ⅱ 

近世文学概説 ２   ○      国文学（国文学史を含む。） 文学部 

近世文学演習Ⅰ ２    ○     〃 文学部 

近世文学研究法 ２      ○   〃 文学部 

中国古典散文演習 ２   ○      漢文学 文学部 

中国古典韻文演習 ２    ○     〃 文学部 

専

門

選

択

科

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務

内容（チーム学校運営への対応を

含む。） 
 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的、制度的又

は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を

含む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメン

トを含む。） 
 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通信

技術を活用した教育の理論及

び方法 
 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法、進路

指導及びキャリア教育の理論

及び方法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 
 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、児

童及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習(中・高) ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

自  由 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特別
科目及び他学部等が開設する専
門教育科目（副専攻プログラム及
び特定プログラムを含む。） 

          

 

 

 

 

―専門68―



区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

卒業研究 

国語文化研究法Ⅰ ２ 

② 

    ○      

国語文化研究法Ⅱ ２     ○      

国語文化研究法Ⅲ ２     ○      

国語文化研究法Ⅳ ２     ○      

国語文化研究法Ⅴ ２     ○      

国語文化研究法Ⅵ ２     ○      

国語文化研究法Ⅶ ２     ○      

卒業論文ゼミ ②      ○     

卒業論文 ④           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  三三  類類（（言言語語文文化化教教育育系系））  

○ 英英 語語 文文 化化 系系 ココ ーー スス（（中中等等教教育育科科学学（（英英語語））ププロロググララムム））  

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 

平  和  科  目  ２ 

４２ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ （０） 

共通科目 

領 域 科 目 
人文社会科学系科目群  ８ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ６ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目 （０） 

基  盤  科  目  ０ 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 １８ 

８６ 

専 門 科 目 ２８ 

専 門 選 択 科 目 
３２ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ８ 

合       計 １２８ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第三三類類  英英語語文文化化系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（英英語語））ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専

門

基

礎

科

目 

英語教育学概論Ⅰ ２ 

１８ 英語文化系コース 

英語教育学概論Ⅱ ２ 

英語学概説Ⅰ ２ 

英語学概説Ⅱ ２ 

英語文学概説 ２ 

英語コミュニケーション演習Ⅰ ２ 

英語コミュニケーション演習Ⅱ ２ 

コミュニカティブライティングⅠ ２ 

英語教育のための異文化理解 ２ 

 専 門 科 目 ２８ 教 育 学 部 ほ か 

 専 門 選 択 科 目 
３２ 

教 育 学 部 

 自 由 選 択 科 目 教 育 学 部 ほ か 

 卒 業 研 究  ８ 英語文化系コース 

 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

１.  『卒業研究』の８単位は，「英語教育研究Ⅰ」２単位，「英語教育研究Ⅱ」２単位，「卒業論文」４単位

で充てること。 

 ２． 『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３２単位まで認める。 

 ３． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。 

４．卒業研究への導入として「英語教育研究法」を履修し，配属ゼミが決定され，卒業論文作成に取りかか

る。ただし,留学などで「英語教育研究法」を未履修のまま卒業論文作成時を迎えた者は，特例として,

「英語教育研究法」と卒業研究関連科目（「英語教育研究Ⅰ」，「英語教育研究Ⅱ」，「卒業論文」）を同時

に履修することができる（配属ゼミは留学後に個別に決定。「英語教育研究法」と同時履修する卒業研

究関連科目については個別に相談すること）。この特例制度により,HUSAなどで留学をしても,単位修得

状況等が良好であれば４年間で卒業ができる。 
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第第三三類類  英英語語文文化化系系ココーースス（（中中等等教教育育科科学学（（英英語語））ププロロググララムム））                                                    

                                   開設単位数欄の○印数字は必修 

                                  履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履  修  セ  メ  ス  タ  ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

基

礎

科

目 

英語教育学概論Ⅰ ②   ○      教科の指導法（英語）  

英語教育学概論Ⅱ ②    ○     〃  

英語学概説Ⅰ ②    ○     英語学  

英語学概説Ⅱ ②     ○     〃  

英語文学概説 ② ○        英語文学  

英語コミュニケーション演習Ⅰ ② ○        英語コミュニケーション  

英語コミュニケーション演習Ⅱ ②  ○        〃  

コミュニカティブライティングⅠ ②     ○     〃  

英語教育のための異文化理解 ②      ○   異文化理解  

専

門

科

目 

英語教育研究法 ②     ○      

英語教育方法論 ２     ○    教科の指導法（英語）  

英語教育カリキュラム論 ２     ○    〃  

英語教材構成論 ２    ○     〃  

英語教育評価論 ２      ○    〃  

英語ボキャブラリー演習 ２   ○      英語コミュニケーション  

英語発音演習 ２   ○      〃  

コミュニカティブライティングⅡ ２      ○   〃  

英語教師のための音声学 ２  ○       英語学  

英語史 ２      ○   〃 文学部 

英語語用法演習 ２    ○      〃  

英語教育文法 ２      ○   〃  

イギリス文学史講義Ａ ２   ○      英語文学 文学部 

イギリス文学史講義Ｂ ２    ○      〃 文学部 

アメリカ文学史講義 ２   ○      〃 文学部 

英語教育と英語文学 ２     ○    〃  

IS教科書基礎研究（英語） ２   ○       〃  

英語テクスト分析 ２     ○     〃  

英語圏の文化と社会 ２       ○  異文化理解  

英語教育文法入門 ２     ○      
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履  修  セ  メ  ス  タ  ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

選 

択 

科 

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。） 
 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程   

教育と社会・制度 ２    ○     
教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含む。）
 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通信

技術を活用した教育の理論及

び方法 

 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法、進路

指導及びキャリア教育の理論

及び方法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関する

基礎的な知識を含む。）の理論及び

方法 

 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習（中・高） ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

自
由
選
択
科
目 

本コース，本学部他コース，特別科目

及び他学部等が開設する専門教育科

目（副専攻プログラム及び特定プログ

ラムを含む。） 

           

卒
業
研
究 

英語教育研究I ②      ○     

英語教育研究Ⅱ ②       ○    

卒業論文 ④           

 

―専門73―



学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  三三  類類（（言言語語文文化化教教育育系系））  

○ 日日本本語語教教育育系系ココーースス（（日日本本語語教教育育ププロロググララムム）） 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 
 
 

養 
 
 

教 
 
 

育 

平 和 科 目  ２ 

４６ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  ０ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ６ 

初修外国語  ８ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  （０） 

自 由 選 択 科 目 １２ 

専
門
教
育 

専 門 基 礎 科 目 １８ 

８２ 
専 門 科 目 ３０ 

専 門 選 択 科 目 ２８ 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

 

―専門74―



専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第三三類類  日日本本語語教教育育系系ココーースス（（日日本本語語教教育育ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専

門

基

礎

科

目 

必修科目  ４ 

４８ 日本語教育系コース 

日本語の教育 

１４ 

日本語学習の支援 

言語の構造 

言語と行動 

表現と文化 

文化の理解 

専 門 科 目 ３０ 

専 門 選 択 科 目 ２８ 教 育 学 部 ほ か 

卒  業  研  究  ６ 日本語教育系コース 

 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

１.  「必修科目」以外の専門基礎科目の１４単位は，「日本語の教育」，「日本語学習の支援」，「言語の構

造」，「言語と行動」，「表現と文化」，「文化の理解」の６分野の中から４分野以上にわたって履修するこ

と。 

２． 「必修科目」以外の専門基礎科目の修得単位数が１４単位を超えた場合は，超過した単位数を専門科

目の要修得単位数３０単位の一部として認める。 

３． 『専門選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２８単位まで認める。 

―専門75―



第第三三類類  日日本本語語教教育育系系ココーースス（（日日本本語語教教育育ププロロググララムム））                               

                                 開設単位数欄の○印数字は必修 

                               履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 
 

門 
 
 
 

基 
 
 
 

礎 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

必
修
科
目 

日本語教育学基礎論 ② ○          

日本語教育学特定研究Ⅰ ①       ○    

日本語教育学特定研究Ⅱ ①        ○   

日
本
語
の
教
育 

日本語教育課程論 ２   ○        

日本語教授法研究 ２   ○        

日本語教育と文法 ２    ○     
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

Second and Foreign Language Teaching Method  ２    ○       

日
本
語
学
習
の
支
援 

日本語の音声と発音 ２    ○     
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

年少者日本語教育 ２    ○       

第二言語学習の心理 ２    ○       

言
語
の
構
造 

日本語の構造 ２  ○       
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

日本語の文法 ２   ○       〃  

言語学の理論と方法 ２ ○          

言
語
と
行
動 

社会言語学 ２    ○       

日本語の習得と指導 ２    ○       

言語心理学 ２     ○      

表
現
と
文
化 

日本語の表現と論理 ２   ○      
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

日本文学と文化 ２    ○     国文学（国文学史を含む。）  

日本語の語彙と意味 ２   ○      
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

文
化
の
理
解 

比較日本文化学 ２   ○        

日本文化研究 ２    ○       

異文化接触と文化学習 ２   ○        

専 

門 

科 

目 

日本語文字・表記研究 ２    ○     
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

日本語技能指導論 ２     ○      

日本語教育評価法 ２    ○       

地域日本語教育 ２     ○      

日本語文法演習 ２     ○    
国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）  

言語の比較と対照研究 ２   ○        

対照言語学演習 ２      ○     

語用論 ２     ○      

―専門76―



区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

科 

目 

第二言語習得論演習 ２      ○     

日本語位相論 ２     ○    
国語学（音声言語及び文章表
現に関するものを含む。）  

表現法演習 ２      ○    〃  

日本語語彙論・意味論演習 ２    ○      〃  

近代日本文学史 ２      ○   国文学（国文学史を含む。）  

社会文化学 ２     ○      

多文化間教育論 ２     ○      

日本の近現代文学 ２     ○    国文学（国文学史を含む。）  

比較文化学演習 ２      ○     

異文化間教育学演習 ２      ○     

言語学概説Ａ ２   ○       文学部 

一般言語学基礎演習Ａ ２   ○       文学部 

統語論 ２   ○       総合科学部 

日本語教育海外実習研究 ２      ○     

日本語教育実習研究 ２     ○      

専    門 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特別

科目及び他学部等が開設する専

門教育科目（副専攻プログラム及

び特定プログラムを含む。） 

           

卒業研究 卒業論文 ⑥           

 

―専門77―



学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  四四  類類（（生生涯涯活活動動教教育育系系））  

○ 健健康康ススポポーーツツ系系ココーースス（（健健康康ススポポーーツツ教教育育ププロロググララムム）） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 
 

養 
 

教 
 

育 

平  和  科  目  ２ 

４０ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目 （０） 

基  盤  科  目 （０） 

自 由 選 択 科 目 １２ 

専
門
教
育 

専 門 基 礎 科 目 ２２ 

８８ 

専 門 科 目 ２９ 

専 門 選 択 科 目 
３１ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

  

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

  専門教育科目のうち『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３１単位

まで認める。 

 

 

 

―専門78―



専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第四四類類  健健康康ススポポーーツツ系系ココーースス（（健健康康ススポポーーツツ教教育育ププロロググララムム）） 

                                   開設単位数欄の○印数字は必修 

                                  履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

科 
 
 

目 

生涯活動教育論 ②    ○      類共通科目 

健康・スポーツ総論 ②  ○         

救急看護法 ２    ○     
学校保健（小児保健、精神保健、学
校安全及び救急処置を含む。）  

公衆衛生学 ２ ○        衛生学・公衆衛生学  

バイオメカニクス ２   ○      生理学（運動生理学を含む。）  

体育科教育概論 ２   ○      教科の指導法（保健体育）  

体育科カリキュラムデザイン論 ２    ○      〃  

陸上競技 １ ○        体育実技  

体つくり運動・器械運動 １  ○        〃  

ダンス １   ○       〃  

水泳 １   ○       〃  

武道Ａ（柔道） １   ○       〃  

武道Ｂ（剣道） １ ○         〃  

球技Ａ（バレーボール） １ ○         〃  

球技Ｂ（サッカー・ソフトボール） １ ○         〃  

球技Ｃ（バスケットボール） １  ○        〃  

球技Ｄ（テニス） １   ○       〃  

野外活動演習（登山・キャンプ） ２ ○         〃  

野外活動演習（ウィンタースポーツ） ２    ○      〃  

トレーニング実習Ⅰ １  ○        〃  

専 

門 

科 

目 

スポーツ生理学 ２     ○    生理学（運動生理学を含む。）  

スポーツ生理学演習 ２      ○    〃  

学校保健 ２    ○     
学校保健（小児保健、精神保健、学
校安全及び救急処置を含む。）  

スポーツ医学（スポーツ栄養学を含む） ２     ○    衛生学・公衆衛生学  

スポーツ社会学 ２    ○     
「体育原理、体育心理学、体育経営
管理学、体育社会学、体育史」・
運動学（運動方法学を含む。） 

 

スポーツ社会学演習 ２      ○    〃  

スポーツ経営学 ２     ○     〃  

―専門79―



 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

スポーツ経営学演習 ２      ○   
「体育原理、体育心理学、体育経営
管理学、体育社会学、体育史」・運
動学（運動方法学を含む。） 

 

スポーツ心理学 ２      ○   〃 総合科学部 

体育科教育概論演習 ２      ○   教科の指導法（保健体育）  

体育科授業プランニング論演習 ２      ○   〃  

保健体育科教育方法・評価論 ２     ○    〃  

保健体育科フィールドワーク演習 ２      ○   〃  

身体表現論 ２    ○     
「体育原理、体育心理学、体育経営
管理学、体育社会学、体育史」・運
動学（運動方法学を含む。） 

 

身体表現論演習 ２      ○   〃  

スポーツコンディショニング論演習 ２      ○    〃  

コーチング論 ２     ○    〃  

コーチング論演習 ２      ○   〃  

トレーニングと評価 ２       ○  〃  

陸上競技指導演習 ２   ○      体育実技  

器械運動指導演習 ２      ○    〃  

ダンス指導演習 ２     ○    〃  

水泳指導演習 ２     ○     〃  

球技指導演習Ａ（バレーボール） ２     ○    〃 

球技指導演習Ｂ（ゴール型・ベースボール型） ２   ○      〃  

球技指導演習Ｃ（バスケットボール） ２    ○      〃  

武道指導演習Ａ（柔道） ２     ○     〃  

トレーニング実習Ⅱ １    ○      〃  

―専門80―



  

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

選 

択 

科 

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。） 
 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     
教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項（学校と地域との連携

及び学校安全への対応を含む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラム・マネジメントを

含む。） 
 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通

信技術を活用した教育の理論

及び方法 
 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法，進

路指導及びキャリア教育の理

論及び方法 
 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論

及び方法 
 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する理
解 

 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習（中・高） ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

自  由 
選択科目 

本コース，本学部他コース，特別科

目及び他学部等が開設する専門教育

科目（副専攻プログラム及び特定プ

ログラムを含む。） 

           

卒業研究 卒業論文 ⑥ 
                    

 

 

―専門81―



学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  四四  類類（（生生涯涯活活動動教教育育系系））  

○ 人人 間間 生生 活活 系系 ココ ーー スス（（人人間間生生活活教教育育ププロロググララムム））  

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 
 

平  和  科  目  ２ 

４０ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目 ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  ２ 

自 由 選 択 科 目 １０ 

専
門
教
育 

専 門 基 礎 科 目 ２０ 

８８ 
専 門 科 目 ３０ 

専 門 選 択 科 目 ３２ 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

―専門82―



専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第 四四 類類   人人 間間 生生 活活 系系 ココ ーー スス（（人人間間生生活活教教育育ププロロググララムム））  

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専門基礎科目 ２０ 

人間生活系コース 専
門
科
目 

人間生活教育学 

３０ 

人間発達科学 

住生活科学 

食生活科学 

衣生活科学 

選択科目 

 専門選択科目 ３２ 教 育 学 部 ほ か 

卒業研究  ６ 人間生活系コース 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

   『専門選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３２単位まで認める。 
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第第四四類類  人人間間生生活活系系ココーースス（（人人間間生生活活教教育育ププロロググララムム））   

                                  開設単位数欄の○印数字は必修 

                                  履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

生涯活動教育論 ②    ○      類共通科目 

人間生活（家庭科）教育概論 ②  ○       教科の指導法（家庭）  

家庭科教育論 ②  ○       〃  

生活経営概論 ②  ○       
家庭経営学（家族関係学及び家庭
経済学を含む。）  

人間発達概論 ②  ○       
保育学（実習を含む。），保育学（実
習及び家庭看護を含む。）  

住生活概論 ②   ○      住居学，住居学（製図を含む。）  

食生活概論 ②   ○      
食物学（栄養学，食品学及び調理
実習を含む。）  

食生活栄養学 ②    ○      〃  

調理科学 ②   ○       〃  

衣生活概論 ②   ○      被服学（被服製作実習を含む。）  

専 
 

門 
 

科 
 

目 

人
間
生
活
教
育
学 

家庭科教材構成論 ２   ○      教科の指導法（家庭）  

家庭科授業論 ２   ○       〃  

家庭科教育方法・評価論 ２    ○     〃  

家庭科教育演習 ２     ○    〃  

家庭科教育課題演習 ２      ○   〃  

人
間
発
達
科
学 

人間発達と家族 ２    ○     
保育学（実習を含む。），保育学（実
習及び家庭看護を含む。）  

人間発達と保育 ２     ○     〃  

家族看護学 ２    ○      〃  

住
生
活
科
学 

住生活環境論 ２    ○     住居学，住居学（製図を含む。）  

住生活計画論 ２     ○     〃  

食
生
活
科
学 

食品科学 ２    ○     
食物学（栄養学，食品学及び調理
実習を含む。）  

食品材料学 ２     ○    〃  

食生活実践演習 ２    ○     〃  

食文化論 ２     ○     〃  

食物学実験演習 ２     ○     〃  

食生活課題演習 ２      ○    〃  

衣
生
活
科
学 

衣生活環境論 ２   ○      被服学（被服製作実習を含む。）  

衣生活デザイン論 ２    ○      〃  

衣生活実践演習 ２     ○     〃  

衣生活課題演習 ２      ○    〃  

選
択
科
目 

家庭機械及び家庭電気 ２      ○   
大 学 が 独 自 に 設 定 す る 科 目 （ 中 学 の み ） 
家 庭 電 気 ・ 機 械 及 び 情 報 処 理 （ 高 校 の み ）  

情報処理 ２   ○      家庭電気・機械及び情報処理  
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 

門 
 

選 
 

択 
 

科 
 

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職

務内容（チーム学校運営への対

応を含む。） 

 

教育の思想と原理 ２   ○      
教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 
 

児童・青年期発達論 ２     ○    
幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程 
 

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的，制度的又

は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を含

む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラム・マネジメント

を含む。） 

 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通信

技術を活用した教育の理論及び

方法 

 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法，進路

指導及びキャリア教育の理論及

び方法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関する

基礎的な知識を含む。）の理論及び方

法 

 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習(中・高) ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

本コース，本学部他コース，特別

科目及び他学部等が開設する専

門教育科目（副専攻プログラム及

び特定プログラムを含む。） 

           

卒業研究 卒業論文 ⑥           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  四四  類類（（生生涯涯活活動動教教育育系系））  

○ 音音 楽楽 文文 化化 系系 ココ ーー スス（（音音楽楽文文化化教教育育ププロロググララムム））  

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 
 

養 
 

教 
 

育 

平  和  科  目  ２ 

３６ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  （０） 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専
門
教
育 

専 門 基 礎 科 目 ３２ 

９２ 

専 門 科 目 ２９ 

専 門 選 択 科 目 
２５ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

  専門教育科目のうち『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２５単

位まで認める。 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第四四類類  音音楽楽文文化化系系ココーースス（（音音楽楽文文化化教教育育ププロロググララムム）） 

  開設単位数欄の○印数字は必修 
     履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

生涯活動教育論 ②       ○           類共通科目 

音楽教育学概論 ②     ○           教科の指導法（音楽）   
音楽文化（音楽科）カリキュラムデザイン論 ②     ○            〃   
西洋音楽史 ②     ○         音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音楽史

（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）  
声楽基礎研究Ⅰ ② ○        声楽（合唱及び日本の伝統的

な歌唱を含む。）  
声楽基礎研究Ⅱ ②  ○        〃  
鍵盤楽器基礎研究Ⅰ ② ○        器楽（合奏及び伴奏並びに和

楽器を含む。）  
鍵盤楽器基礎研究Ⅱ ②  ○        〃  
作曲基礎研究Ⅰ ② ○        音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音楽史

（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）  
作曲基礎研究Ⅱ ②  ○        〃  
合唱Ⅰ ①     ○           声楽（合唱及び日本の伝統的

な歌唱を含む。）  
合唱Ⅱ ①       ○          〃  
器楽基礎研究Ⅰ ② ○              器楽（合奏及び伴奏並びに和

楽器を含む。）  
器楽基礎研究Ⅱ ②   ○             〃  
ソルフェージュⅠ ① ○            ソルフェージュ  
アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅰ ①     ○           器楽（合奏及び伴奏並びに和

楽器を含む。）  

コンサート・マネージメントⅠ ①        ○          
コンサート・マネージメントⅡ ①          ○         
音楽文化教育研究法 ②    ○       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

音楽科授業論 ２       ○         教科の指導法（音楽）   
音楽科実践論 ２         ○        〃   
音楽教育方法・評価論 ２         ○       〃 隔年開講 

音楽教育教材構成論 ２       ○          〃   
日本音楽概論 ２        ○      音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音楽史

（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）  
中等音楽科教育法（日本音楽・民族音楽） ２         ○        〃  

ソルフェージュⅡ １   ○             ソルフェージュ   

声楽１ １      ○           声楽（合唱及び日本の伝統的
な歌唱を含む。）  

声楽２ １        ○          〃  
声楽３ １          ○        〃  
声楽４ １            ○      〃  
声楽５ １       ○  〃  
声楽６ １               ○ 〃  
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区
分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

オペラ実習Ⅰ １     ○         声楽（合唱及び日本の伝統的
な歌唱を含む。）  

オペラ実習Ⅱ １       ○         〃  
オペラ実習Ⅲ １         ○        〃  
オペラ実習Ⅳ １           ○      〃  
オペラ実習Ⅴ １       ○   〃  

オペラ実習Ⅵ １        ○  〃  

合唱Ⅲ １         ○        〃  

合唱Ⅳ １           ○      〃  

合唱Ⅴ １       ○   〃  

合唱Ⅵ １        ○  〃  

ピアノ１ １   ○      器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

ピアノ２ １       ○          〃  
ピアノ３ １         ○        〃  
ピアノ４ １           ○      〃  
ピアノ５ １              ○    〃  
ピアノ６ １                ○  〃  
弦楽器１ １      ○            〃  
弦楽器２ １        ○          〃  
弦楽器３ １          ○        〃  
弦楽器４ １            ○      〃  
弦楽器５ １              ○   〃  

弦楽器６ １                ○ 〃  

作曲１ １     ○           
音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音
楽史（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を
含む。） 

 

作曲２ １        ○          〃  
作曲３ １          ○        〃  
作曲４ １            ○      〃  
作曲５ １              ○    〃  
作曲６ １                ○  〃  
指揮法 １      ○         指揮法  
管弦打楽器Ⅰ １     ○           器楽（合奏及び伴奏並びに和

楽器を含む。）  
管弦打楽器Ⅱ １       ○          〃  
管弦打楽器Ⅲ １         ○        〃  
管弦打楽器Ⅳ １           ○      〃  
管弦打楽器Ⅴ １            ○    〃  
管弦打楽器Ⅵ １              ○  〃  
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区
分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専
門
科
目 

アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅱ １       ○         器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅲ １         ○        〃  
アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅳ １           ○      〃  
アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅴ １             ○    〃  
アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅵ １               ○  〃  
アンサンブルＢⅠ １     ○       〃  
アンサンブルＢⅡ １       ○          〃  
アンサンブルＢⅢ １         ○        〃  
アンサンブルＢⅣ １           ○      〃  
アンサンブルＢⅤ １             ○    〃  
アンサンブルＢⅥ １               ○  〃  

専 

門 

選 

択 

科 
目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含
む。） 

 

教育の思想と原理 ２   ○      
教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    
幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。） 

 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通
信技術を活用した教育の理
論及び方法 

 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法，進路
指導及びキャリア教育の理
論及び方法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）  

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解  

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）   

教職実践演習（中・高） ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

自由 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特別科
目及び他学部等が開設する専門教育
科目（副専攻プログラム及び特定プ
ログラムを含む。） 

           

卒業研究 卒業論文 ⑥ 
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  四四  類類（（生生涯涯活活動動教教育育系系））  

○ 造造 形形 芸芸 術術 系系 ココ ーー スス（（造造形形芸芸術術教教育育ププロロググララムム））  

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教

養

教

育 

平  和  科  目  ２ 

４０ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基 盤 科 目  （０） 

自 由 選 択 科 目 １２ 

専
門
教
育 

専 門 基 礎 科 目 ２０ 

８８ 
専 門 科 目 ３２ 

専 門 選 択 科 目 ３０ 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

 

専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

１．『卒業研究』の６単位は，「卒業研究基礎演習Ⅰ・Ⅱ」又は「卒業研究基礎制作Ⅰ・Ⅱ」の２単位と 

「卒業論文」４単位を充てること。 

２．『専門選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３０単位まで認める。 
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第第四四類類  造造形形芸芸術術系系ココーースス（（造造形形芸芸術術教教育育ププロロググララムム）） 

  開設単位数欄の○印数字は必修 

       履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 

門 
 

基 
 

礎 
 

科 
 

目 

生涯活動教育論 ②    ○      類共通科目 

芸術教育学概論 ②  ○       教科の指導法（美術）  

美術科教育方法・評価論 ②    ○      〃  

絵画表現論 ②  ○       
絵画（映像メディア表現を含
む。）  

絵画表現実習基礎 ① ○         〃  

彫刻表現論 ②   ○      彫刻  

彫刻表現実習基礎 ① ○         〃  

デザイン概論 ②   ○      
デザイン（映像メディア表現を
含む。）  

デザイン表現実習基礎 ① ○         〃  

工芸表現論 ②    ○     工芸  

工芸表現実習基礎 ①   ○       〃  

造形芸術基礎論 ②  ○       
美術理論・美術史（鑑賞並びに
日本の伝統美術及びアジアの美
術を含む。） 

 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

美術科教育学概論 ２   ○      教科の指導法（美術）  

芸術教育教材・構成論 ２      ○   〃  

美術科教育指導者論 ２       ○  〃  

芸術教育支援論 ２   ○      〃  

芸術教育思想 ２     ○    〃  

美術科授業プランニング基礎 ２    ○      〃  

美術科授業プランニング演習 ２     ○     〃  

絵画表現研究 ２        ○ 
絵画（映像メディア表現を含
む。） 

 

絵画表現演習 ２   ○      〃  

絵画表現実習I １    ○     〃  

絵画表現実習II １     ○    〃  

彫刻表現演習 ２    ○     彫刻  

彫刻表現総合演習 ２      ○   〃  

彫刻教育素材実習 １  ○       〃  

彫刻表現実習 １     ○    〃  

平面デザイン教育演習 ２       ○  
デザイン（映像メディア表現を
含む。）  

立体デザイン教育演習 ２  ○        〃  

色彩学演習 ２    ○      〃  

ＣＧ基礎演習 ２      ○    〃  

工芸教育素材研究Ⅰ ２     ○    工芸  

工芸教育素材研究Ⅱ ２      ○    〃  

工芸表現演習 ２        ○  〃  

日本美術史概説 ２   ○      
美術理論・美術史（鑑賞並びに
日本の伝統美術及びアジアの美
術を含む。） 

 

西洋美術史概説 ２     ○     〃  

造形芸術学演習 ２        ○  〃  

学外研修 ２   ○       隔年開講 
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

選 

択 

科 

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）  

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     
教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。） 
 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含む。）
 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通信

技術を活用した教育の理論及

び方法 
 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法，進路指

導及びキャリア教育の理論及び

方法 
 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関する

基礎的な知識を含む。） 
 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法   

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解 
 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習（中・高） ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

本コース，本学部他コース，特別

科目及び他学部等が開設する専門

教育科目（副専攻プログラム及び

特定プログラムを含む。） 

           

 

 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

卒 

業 

研 

究 

卒業研究基礎演習Ⅰ １ 
２ 

② 

     ○     

卒業研究基礎演習Ⅱ １       ○    

卒業研究基礎制作Ⅰ １ 
２ 

     ○     

卒業研究基礎制作Ⅱ １       ○    

卒業論文 ④           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準  

  

第第  五五  類類（（人人間間形形成成基基礎礎系系））  

○ 教教 育育 学学 系系 ココ ーー スス（（教教育育学学ププロロググララムム））  

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教

養

教

育 

平 和 科 目  ２ 

４６ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  （０） 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ６ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  （０） 

自 由 選 択 科 目  １６ 

専

門

教

育 

専門基礎科目 １６ 

４６ 

８２ 

専門科目 

〈研究法〉〈領域基礎演習〉 １６ 

２０ 
〈領域課題演習〉  ２ 

教育学総合演習Ａ  １ 

教育学総合演習Ｂ  １ 

専門選択科目 
専門支援科目 

２８ 
その他 

卒業研究 
課題研究 ２ 

８ 
卒業論文 ６ 

合       計 １２８ 

 

専専門門教教育育科科目目履履修修基基準準  

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

１．『専門基礎科目』は１６単位以上，『専門科目』は２０単位以上選択履修すること。また，『専門基礎科目』

と『専門科目』を合わせて４６単位修得すること。 

２．『専門科目』については以下の①～③に留意すること。 
   ①〈研究法〉と〈領域基礎演習〉を合わせて１６単位以上，選択履修すること。 
   ②〈領域課題演習〉から２単位を選択履修すること。その際，『卒業研究』における研究領域に応じて科目

を選択することが望ましい。   
   ③「教育学総合演習Ａ」１単位，「教育学総合演習Ｂ」１単位は必修とする。  
３．『専門選択科目』に充てる副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２８単位まで認める。 

４．『卒業研究』の８単位は，課題研究からの２単位と「卒業論文」６単位を充てること。  
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第第五五類類  教教育育学学系系ココーースス（（教教育育学学ププロロググララムム））                                 

  開設単位数欄の○印数字は必修 

      履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

科 
 
 

目 

教育哲学I １  ○       
「哲学、倫理学、宗教学」，「哲学、
倫理学、宗教学、心理学」  

教育哲学II １  ○        〃    , 〃  

日本東洋教育史I １ ○        日本史・外国史  

日本東洋教育史II １ ○         〃  

西洋教育史I １  ○        〃  

西洋教育史II １  ○        〃  

教育社会学I １  ○       
「社会学、経済学」，「社会学、経
済学（国際経済を含む。）」  

教育社会学II １  ○        〃  , 〃  

教育方法学I １  ○       
教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含む。） 

教育方法学II １  ○        〃  

社会教育学I １ ○        
教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。） 
 

社会教育学II １ ○         〃  

教育行政学I １ ○        
「法律学、政治学」，「法律学（国
際法を含む。）、政治学（国際政治
を含む。）」 

 

教育行政学II １ ○         〃  , 〃  

比較教育学I １  ○       
教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。） 
 

比較教育学II １  ○        〃  

教育経営学I １  ○        〃  

教育経営学II １  ○        〃  

幼児教育学I １ ○        
幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程  

幼児教育学II １ ○         〃  

高等教育概論 ２    ○       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

研
究
法 

教育調査統計法演習 ４     ○       

教育フィールドワーク演習 ２    ○        

領
域
基
礎
演
習 

教育哲学演習I １   ○      
「哲学、倫理学、宗教学」，「哲学、
倫理学、宗教学、心理学」  

教育哲学演習II １   ○       〃    , 〃  

日本東洋教育史演習I １    ○     日本史・外国史  

日本東洋教育史演習II １    ○      〃  
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 
 

門 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

領  

域  

基  

礎  

演  

習 

西洋教育史演習I １   ○      日本史・外国史  

西洋教育史演習II １   ○       〃  

教育社会学演習I １   ○      
「社会学、経済学」，「社会学、経
済学（国際経済を含む。）」  

教育社会学演習II １   ○      〃  , 〃  

教育方法学演習 I １   ○        

教育方法学演習 II １   ○        

社会教育学演習 I １    ○       

社会教育学演習 II １    ○       

教育行政学演習I １    ○     
「法律学、政治学」，「法律学（国
際法を含む。）、政治学（国際政治
を含む。）」 

 

教育行政学演習II １    ○      〃  , 〃  

比較教育学演習 I １   ○        

比較教育学演習 II １   ○        

教育経営学演習 I １   ○        

教育経営学演習 II １   ○        

幼児教育学演習 I １    ○       

幼児教育学演習 II １    ○       

領 
域 

課 

題 

演 

習 

教育哲学課題演習 １・１     ○ ○     

日本東洋教育史課題演習 １・１     ○ ○     

西洋教育史課題演習 １・１     ○ ○     

教育社会学課題演習 １・１     ○ ○     

教育方法学課題演習 １・１     ○ ○     

社会教育学課題演習 １・１     ○ ○     

教育行政学課題演習 １・１     ○ ○     

比較教育学課題演習 １・１     ○ ○     

教育経営学課題演習 １・１     ○ ○     

幼児教育学課題演習 １・１     ○ ○     

  教育学総合演習Ａ ①    ○       

教育学総合演習Ｂ ①      ○     
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専
門
選
択
科
目 

専
門
支
援
科
目 

日本史概説 ２  ○       日本史・外国史 第二類 

世界史概説 ２   ○         〃 第二類 

地理学概説I ２   ○      地理学（地誌を含む。） 第二類 

地理学概説II ２  ○          〃 第二類 

法律学概説 ２  ○       
「法律学、政治学」，「法律学（国際
法を含む。）、政治学（国際政治を含
む。）」 

第二類 

政治学原論 ２   ○         〃 法学部 

現代法政策論 ２    ○        〃 総合科学部 

経済学概説 ２ ○        
「社会学、経済学」，「社会学、経
済学（国際経済を含む。）」 

第二類 

哲学概論I ２   ○      
「哲学、倫理学、宗教学」，「哲学、
倫理学、宗教学、心理学」 

文学部 

哲学概論II ２    ○       〃   ，   〃 文学部 

倫理学概説 ２    ○       〃   ，   〃 第二類 

そ
の
他 

本コース，本学部他コー

ス，特別科目及び他学部

等が開設する専門教育科

目（副専攻プログラム及

び特定プログラムを含

む。） 

           

卒 
 
 

業 
 
 

研 
 
 

究 

教育哲学課題研究 １・１       ○ ○   

日本東洋教育史課題研究 １・１       ○ ○   

西洋教育史課題研究 １・１       ○ ○   

教育社会学課題研究 １・１       ○ ○   

教育方法学課題研究 １・１       ○ ○   

社会教育学課題研究 １・１       ○ ○   

教育行政学課題研究 １・１       ○ ○   

比較教育学課題研究 １・１       ○ ○   

教育経営学課題研究 １・１       ○ ○   

幼児教育学課題研究 １・１       ○ ○   

卒業論文 ⑥           
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学学 部部 履履 修修 基基 準準    

  

第第  五五  類類（（人人間間形形成成基基礎礎系系））  

○ 心心 理理 学学 系系 ココ ーー スス（（心心理理学学ププロロググララムム））  

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 

平 和 科 目   ２ 

３２ 

大学教育基礎科目 

大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

展開ゼミ  (０) 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ６ 

初修外国語  (０) 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  (０) 

社会連携科目  (０) 

基  盤  科  目  (０) 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 １４ 

９６ 

専 門 科 目 ３２ 

専 門 選 択 科 目 ３０ 

卒 業 論 文  ６ 

自 由 選 択 科 目 １４ 

合       計 １２８ 
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専専 門門 教教 育育 科科 目目 履履 修修 基基 準準  

第第  五五  類類  心心  理理  学学  系系  ココ  ――  スス（（心心理理学学ププロロググララムム）） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専
門
基
礎
科
目 

研究法 

心理学基礎実習Ⅰ  １ 

１４ 

 心 理 学 系 コ ー ス 

心理学基礎実習Ⅱ  １ 

心理学統計法Ⅰ  ２ 

心理学統計法Ⅱ  ２ 

選択科目  ４ 

外書講読  ４ 

専
門
科
目 

概論・領域概論 １２ 

３２ 

領域特論 １０ 

実践・応用領域特論  ６ 

研究法演習 
心理学実験  ２ 

選択科目  ２ 

専門選択科目      ３０  教 育 学 部 ほ か 

卒 業 論 文       ６  心 理 学 系 コ ー ス 

自由選択科目      １４  教 育 学 部 ほ か 

＜＜履履修修上上のの注注意意＞＞  

   『専門選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３０単位まで認める。 
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第第五五類類  心心理理学学系系ココーースス（（心心理理学学ププロロググララムム））                                

開設単位数欄の○印数字は必修 

履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

備考欄の◎は，公認心理師になるために必要な科目を示す。 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

研 
 

究 
 

法 

心理学基礎実習Ⅰ ①  ○         

心理学基礎実習Ⅱ ①  ○         

心理学統計法Ⅰ ②   ○       ◎ 

心理学統計法Ⅱ ②    ○       

心理学研究法 ２   ○       ◎ 

心理社会調査法 ２    ○       

心理的アセスメント ２    ○      ◎ 

外
書
講
読 

心理学外書講読演習Ⅰ ①   ○        

心理学外書講読演習Ⅱ ①   ○        

心理学外書講読演習Ⅲ ①    ○       

心理学外書講読演習Ⅳ ①    ○       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

概
論 

・ 

領
域
概
論 

心理学概論 ２  ○        ◎ 

知覚・認知心理学 ２    ○      ◎ 

学習・言語心理学 ２   ○      
幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程 

◎ 

社会・集団・家族心理学 ２   ○       ◎ 

教育・学校心理学 ２    ○     
幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程 

◎ 

発達心理学 ２    ○       〃 ◎ 

臨床心理学概論 ２   ○       ◎ 

領 

域 

特 

論 

神経・生理心理学 ２     ○     ◎ 

対人心理学 ２     ○      

児童・青年期発達論 ２     ○    
幼児、児童及び生徒の心身の  
発達及び学習の過程 

 

乳幼児心理学 ２     ○      〃  

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法， 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法  
 

教育相談 ２      ○   教育相談  

感情・人格心理学 ２    ○      
◎ 
隔年開講 

障害者・障害児心理学 ２      ○    ◎ 
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区 

分 

授 業 科 目 
単 

位 

数 

開 
  

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 

門  

科  

目 

実 

践
・
応 

用 

領 

域 

特 

論 

公認心理師の職責 ２  ○        ◎ 

心理学的支援法 ２      ○    ◎ 

健康・医療心理学 ２    ○      ◎ 

福祉心理学 ２   ○       
◎ 
隔年開講 

司法・犯罪心理学 ２   ○       
◎ 
隔年開講 

産業・組織心理学 ２   ○       
◎ 
隔年開講 

人体の構造と機能及び疾病 ２   ○       ◎ 

精神疾患とその治療 ２    ○      ◎ 

関係行政論 ２   ○       
◎ 
隔年開講 

心理演習 ２     ○     ◎ 

心理実習Ⅰ １     ○ ○    ◎ 

心理実習Ⅱ １       ○ ○  ◎ 

研 
 

究 
 

法 
 

演 
 

習 

心理学実験 ②     ○     ◎ 

心理学研究法演習 ２     ○      

認知心理学課題研究Ⅰ １      ○     

学習心理学課題研究Ⅰ １      ○     

社会心理学課題研究Ⅰ １      ○     

教育心理学課題研究Ⅰ １      ○     

発達心理学課題研究Ⅰ １      ○     

臨床心理学課題研究Ⅰ １      ○     

認知心理学課題研究Ⅱ １       ○    

学習心理学課題研究Ⅱ １       ○    

社会心理学課題研究Ⅱ １       ○    

教育心理学課題研究Ⅱ １       ○    

発達心理学課題研究Ⅱ １       ○    

臨床心理学課題研究Ⅱ １       ○    

専 門 

選択科目 

本コース，本学部他コー

ス，特別科目及び他学部等

が開設する専門教育科目

（副専攻プログラム及び

特定プログラムを含む。） 

           

卒 業研 究 卒業論文 ⑥           

自 由選 択 

科 目 

教養教育の自由選択科目

の対象となる科目及び専

門教育科目 
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特特  別別  科科  目目                                                   

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

教 
 
 
 

職 
 
 
 

関 
 
 
 

係 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営へ

の対応を含む。） 

教育学部生

（第二類から第五類）

及び他学部生 

対   象 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

教育と社会・制度 ２    ○     
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。） 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。） 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法 

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法 

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術，情報通信技術を活用し

た教育の理論及び方法 

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法，進路指導及びキャリア

教育の理論及び方法 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法 

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法 

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対す

る理解 

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導） 教育学部生 

（第二類から第五類） 

対   象 
中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導） 

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導） 

教育実習指導Ｃ １    ○  ○   教育実習（事前指導） 他学部生対象 (注) 

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用） 
教育学部生

（第二類から第五類）

及び他学部生 

対   象 中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用） 

小学校教育実習Ⅱ ２        ○ 教育実習（小学校副免用） 
教育学部生 

（第二類から第五類） 

対   象 

中・高等学校教育実習Ⅲ ２        ○ 教育実習（中・高等学校副免用） 
教育学部生 

（ 第 一 類 ）対象 

教職実践演習(中・高) ２        ○ 教職実践演習 

教育学部生

（第二類から第五類）

及び他学部生 

対   象 

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目 
教育学部生 

（第二類から第五類） 

対   象 

関
係
科
目

同
和
教
育 

人権・同和教育 ２    ○     教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

幼
稚
園
免
許
状
取
得
の
た
め
の
科
目 

幼児と健康 ２      ○   領域に関する専門的事項 

教育学部生 

（ 第 一 類 ）対象 

幼児と人間関係 ２      ○    〃 

幼児と環境 ２       ○   〃 

幼児と言葉 ２       ○   〃 

幼児と表現 ２      ○    〃 

保育内容論（健康） ２       ○  保育内容の指導法 

保育内容論（人間関係） ２       ○  〃 

保育内容論（環境） ２       ○  〃 

保育内容論（言葉） ２      ○   〃 

保育内容論（表現Ⅰ） ２       ○  〃 

保育内容論（表現Ⅱ） ２       ○  〃 

保育内容論（表現Ⅲ） ２       ○  〃 

幼稚園教育実習 ２       ○  教育実習（幼稚園副免用） 
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区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

共 
 
 
 
 

通 
 
 
 
 

科 
 
 
 
 

目 

教育現場の問題解決に向けた
データ活用・データサイエン
ス 

２    ○  ○    ２年次又は 

３年次 
インターンシップ ２   ○  ○     

社会教育経営論Ⅰ ２   ○       
社会教育士の

称号（社会教

育主事基礎資

格）取得学生

対象 

社会教育経営論Ⅱ ２   ○       

生涯学習支援論Ⅰ ２    ○      

生涯学習支援論Ⅱ ２    ○      

社会教育実践課題研究 ２     ○     

社会教育実習 ２     ○    

学校経営と学校図書館 ２     ○     

学校図書館司

書教諭資格取

得学生対象 

学校図書館メディアの構成 ２      ○    

学習指導と学校図書館 ２      ○    

読書と豊かな人間性 ２      ○    

情報メディアの活用 ２     ○     

世界平和に向けた比較国際教

育学概論 
２ ○         

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教員

養成特定ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ履修学生

対象 

異文化間コミュニケーション

入門 
２ ○         

世界の教育・日本の教育 ２  ○        

教育とグローバルマインド ２   ○       

国際的視座におけるポジティ

ブ教育 
２ ○         

教育における宗教文化と倫理 ２  ○        

グローバル教育観察実習 ２   ○ ○      

英語授業の計画と指導 ２      ○    

異文化間教育のためのマイク

ロティーチング 
２      ○    

グローバル教員養成演習 ２  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 
注 ： 中学校及び高等学校教諭免許状取得希望者は４セメスター，高等学校教諭免許状のみ取得希望者は６セメスター

に履修すること。 
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留留学学生生関関係係科科目目 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

日本の教育入門 ２ ○        

留学生対象 インクルーシブ教育基礎論 ２ ○        

特別支援教育基礎論 ２  ○       

Cross Cultural Studies on Education ２         
短期交換留学生 

対     象 

前期 開講科目 

Sustainable Development and Education ２         

Introduction to Education in Japan (A) ２         

Science and Culture of Daily Life in Japan  ２         

短期交換留学生 

対     象 

後期 開講科目 

Japanese Art and Global Education ２         

Sustainable Development and Education ２         

Introduction to Education in Japan (B) ２         
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管理棟１階平面図

WC

（※）相談員は，教育推進グループ（学生プラザ3階）

UP
↓↓

↑↑
UP

車庫

WC

WC

Ｂ棟

教員免許
ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
支援室
（※）

WC

総合
博物館
事務室

Ａ棟

教育学部
就職情報
資料室

教育学系総括支援室
（学生支援室）

学士課程担当・大学院課程担当
教育実習担当

証明書自動発行機
　↓

WC

玄関

Ｃ棟

印刷室

教育学系総括支援室
（運営支援室）

総務担当・人事担当
研究支援担当

UP

警備員室

↓↓

中庭

WC
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Ａ棟平面図

８階
←　DN

←　UP EV DN →→

A801

第１
プレイ
ルーム

A802

第２
プレイ
ルーム

A803

心理臨床
教育研究
センター
事務室

A805
研究室

藤川卓也

A806
研究室

田村典久

A807
研究室

神原利宗

A808

知覚
実験室

A810
研究室

上手由香

A811
研究室

梅村比丘
　

A812
研究室

杉村和美

A813
研究室

中條和光

A814
研究室

難波修史

A815
研究室

中尾　敬

７階
←　DN UP →→

←　UP EV DN →→

A701
研究室

中島
　健一郎

A702
研究室

湯澤正通

A703
研究室

石田　弓

A704
研究室

安部主晃

A706

心理学
事務室
（森川）

A709
研究室

森永康子

A710
研究室

平川　真

A711
研究室

尾形明子

A712

心理学解
析室

６階
←　DN UP →→

←　UP EV DN →→

A601
研究室

福田敦志

A602
研究室

吉田成章

A603

教育学印
刷室

A604
研究室

A606

社会教育
学実験調
査室

A607

教育学
教材準備
室
 （高橋）

A608

教育行財
政学実験
調査室

A609

比較国際
教育学実
験調査室

A611
研究室

滝沢　潤

A612
研究室

A613
研究室

安藤和久

A614
研究室

小川佳万

A615
研究室

曽余田
　　　浩史

A616
研究室

米谷　剛

５階
←　DN UP →→

←　UP EV DN →→

A501
研究室

丸山恭司

A502
研究室

A503

教職開発
院生研究
室

A504
研究室

杉原満治

A506
　
日本東洋
教育史
研究
調査室

A508
研究室

A509
研究室

三時
　眞貴子

A510
研究室

山田浩之

A511
研究室

尾川満宏

A513

教育社会
学実験調
査室

A507

　　　　　　　　　　　　　　　　　教育学図書室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河内）

A512

西洋教育
史研究調
査室

A514

　　　教育学
　　　第一資料室

A515

　　　教育学
　　　第二資料室

A518

　　　教育学
　　　第四資料室

A516

　　ペスタロッチー
　　資料室

A517

　　　教育学
　　　第三資料室

EV
ﾎｰﾙ

A716

心理学実
験準備室

EV
ﾎｰﾙ

WC

A804

　　　心理学Ｄ
　　　院生研究室

A809
研究室

服巻　豊

A816

　　  心理学D
　　　院生研究室

A718

　　　　　心理学演習室

A719
心理学
印刷室

A819

第３
面接室

A820

待合室 EV
ﾎｰﾙ

WC

A705
研究室

森田愛子

WC

A707

　　　　　　　　　心理学図書室
　　　　　　　　　　　（山本）

A714

　　　行動観察室

A717

　　　心理学
　　　洋雑誌室

A708

　　　集団実験室

A713

心理学実験演習室
（学部生研究室）

A715

行動観察
分析室

A821

心理学応
用演習室

A610

教育経営
学実験調
査室

A824

　　　　認知心理
　　　　実験室

A823

　　　心理生理
　　　実験室

A822

心理学基
礎演習室

A817

第１
面接室

A818

第２
面接室

A622

　　　教育学
　　　第九資料室

A505

教育哲学
研究
調査室

WC

EV
ﾎｰﾙ

A617

　　　心理学
　　　調査統計
    　演習室

A618

　　　教育学
　　　第五資料室

A605
 
教育方法
学実験調
査室

A619

　　　教育学
　　　第六資料室

A620

　　　教育学
　　　第七資料室

A621

　　　教育学
　　　第八資料室

―その他16―



Ａ棟平面図

４階
←　DN UP →→

←　UP EV DN →→

A401

社会認識
教育学
ｾﾐﾅｰ室

A402
研究室

A403
研究室

川口広美

A404
研究室

草原和博

A406
研究室

畑　浩人

A407

人文地理
学実習室

A408
研究室

由井義通

A411

社会系
学生
研究室

A411東

日本語教
育学
大学院講
義室

A413
高等教育
研究開発
センター
・教育学
研究室

３階
←　DN UP →→

←　UP EV DN →→

A301

国語文化
教育学演
習室(３)

A302
研究室

間瀬茂夫

A304

国語文化
教育学
演習室
(1)

A305
研究室

A306
研究室

髙尾祐太

A308
研究室

柳澤浩哉

A309
研究室

渡部倫子

A310
研究室

A311
研究室

仁科陽江

A312
研究室

A313
研究室

名塩征史

A315
研究室

陳斐寧

２階
←　DN UP →→

←　UP EV DN →→

A202

日本語教
育学
音声分析
室

A204
研究室

奥村
　安寿子

A205
研究室

西村大志

A206
　
プロジェ
クト研究
センター

A207
研究室

A209
研究室

A210

英語科
演習室

A211
研究室

A212

英語
教育学
演習室

１階
UP →→

←　UP EV DN →→

A101 A102

言語工学
演習室

A105
研究室

白川博之

A106
研究室

松見法男

A107
研究室

永田良太

A108
研究室

A109

日本語
教育学
実習演習
研究室

A111

日本語
教育学
調査
研究室

A103

     　スタジオ

A203
研究室

小口
　悠紀子

A417

コンピュータ

端末室

EV
ﾎｰﾙ

A414

　　　社会認識教育学
　　　授業実験室

A418

　　　　　　教育学系
　　　　　　学生研究室

A419

　教育学
　教育
　機器室

A415

社会認識
教育学
器材室

A405
研究室

金　鍾成

WC

A416

演習室

A314
研究室

田北冬子

A319

　　　　国語文化教育学
　　　　学生研究室

A320

　英語院生研究室

A409

　　　社会認識教育学マルチメディア室
　　　　　　　　　　　　　（三宅）

A410

 　社会認識教育学
 　院生研究室

A412
北京
センター

佐藤暢治

A219

英語
教育学
準備室

A303

　　　　　　　国語文化教育学
　　　　　　　　　　図書室

A307
研究室

佐藤大志

A316

　　　　国語文化教育学
　　　　院生研究室(1)

A317

国語文化
教育学
準備室

EV
ﾎｰﾙ

WC

A318
国語文化
教育学
資料室
(1)

A213

　
　　　　　　　　英語教育学図書室
　　　　　　　　　　　　 （大石）

A218

　　　　英語教育学
　　　　学生研究室

A217

　英語教育学
　院生研究室

WC

A214

　　　小会議室

EV
ﾎｰﾙ

WC

EV
ﾎｰﾙ

A201

　　　　　　教育学部長室

A208
研究室

A215 A216
日本語教
育学音声
実験室

観察室・調整室

A104

                  日本語教育学
                       図書室

A110
研究室

中山
　亜紀子

A113

　　日本語教育学
　教材教具開発室

A114

　　　　日本語教育学
　　　　院生（Ｍ）研究室

A115

　　　　日本語教育学
　　　　院生（Ｄ）研究室

A112

　　 日本語教育学
  　　 事  務  室
     　　（山田）

―その他17―



Ｂ棟平面図

８階
←←　DN

←←　UP EV DN →→

B801 B802 B803 B804 B806 B808 B812

７階
←←　DN UP →→

←←　UP EV DN →→

住居環境
実験室

６階
←←　DN UP →→

←←　UP EV DN →→

B601

生涯発達
学データ
解析室

B602

生涯発達
学演習室

B603
研究室

今川真治

B605
研究室

B607
研究室

村上
　かおり

B608

アパレル
素材学
第１
実験室

B609
研究室

戸谷彰宏

B610

教職開発
演習室

B611
研究室

小宮山
　　道夫

５階
←←　DN UP →→

←←　UP EV DN →→

B502 B504
研究室

松原主典

B506
研究室

冨永
美穂子

B509-2
　
教育
相談室

B615

人間生活
実習準備
室

B616

心理学応
用実験室
１

EV
ﾎｰﾙ

WC

B617

アパレル
設計学
演習室

B706

　　　人間生活
　　　教育方法学
　　　演習室

B515

実験準備
室

B516

　　幼年教育研究
　　施設演習室

B514

　　　　　特別支援教育
　　特別専攻科（一種）研究室

B707
研究室

鈴木明子

B612

　アパレル科学
　学生実験室

B705

　人間生活教育学
　図書室

B717

プロジェ
クト準備
室

B718

幼児
調査
統計室

B719

　幼児学習実験室

B720

　幼児行動観察室

B709
研究室

七木田敦

B713

　　幼年教育研究
　　施設図書資料室

B710

幼児知覚
実験室

B711
研究室

清水寿代

B712
研究室

杉村
　伸一郎

B620

人間生活
教育学
電顕室

B619

森戸学院
演習室

B618

　　　　　アパレル設計学
　　　　　実験室

B805

WC

B701

住居学
実験室

B702

人間生活
教育学事
務室
 (福馬)

B703
　
　　住居系
　　学生実習室

B704

人間生活
教育学
院生研究
室

B716

EV
ﾎｰﾙ

EV
ﾎｰﾙ

WC

B817 B818 B819

B809B807 B810 B811 B813

B815B814 B816

B613

人間生活
データ処
理室

B614

人間生活
調査室

B714

　人間生活教育学
　機器室

B715

住居学
データ
処理室

B708
研究室

中坪史典

B512

人間生活
教育学
準備室

B513

人間生活
教育学
資料室

EV
ﾎｰﾙ

WC

B604

　　　人間生活
　学生実習予備室

B606

　　　　　　　　　アパレル設計学・設計製図
　　　　　　　　　学生実習室

B508

　教職開発
　演習室

B507

　　調理学実験室

　

B505

　　　　　　　　　　　調理学学生実習室

B503

　　食品学実験室

B501

　食物系
　第１学生実験室

B510
研究室

B511

食物系
第２学生
実験室

B509－1

幼年教育
研究施設
心理学実
験室

―その他18―



Ｂ棟平面図

４階
←←　DN UP →→

←←　UP EV DN →→

B402
理科教育
カリキュ
ラム分析
室・学生
研究室

B404
研究室

三好美織

B406
自然シス
テム教育
学第２図
書室・B棟
事務室（大
黒）

B407
研究室

松浦拓也

B408
研究室

木下博義

B409
理科教育
学
第３資料
室・学生
研究室

B410

理科教材
開発室

３階
←←　DN UP →→

←←　UP EV DN →→

B301

スポーツ
経営学
準備室

B302
研究室

沖原　謙

B303
研究室

小木曽
　　航平

B304

スポーツ
学
資料室

(B305)

体育教育
学第２
準備室

B308

体育
教育学
院生室

B309

健康
スポーツ
準備室

B310

プロジェ
クト準備
室

B311

体育教育
学
準備室

B312

迫田
　久美子

２階
←←　DN UP →→

←←　UP EV DN →→

B202

スポーツ
方法学
準備室

B204

スポーツ
運動学
資料室

B207
研究室

柳岡拓磨

B208

スポーツ
運動学
院生室

B209

身体表現
学
準備室

B210

身体表現
学
実験室

B211

身体表現
学
院生室

B212
研究室

尾崎雄祐

B214

舞踊
伴奏
音楽室

１階
UP →→

←←　UP EV DN →→

B102
研究室

カビール

B104

スポーツ
センター

B108
研究室

上田　毅

B103
研究室

橋本淳也

B403
研究室

磯﨑哲夫

B305
研究室

齋藤一彦

B317

教職開発
演習室

B318
研究室

B417

  　心理学M
　　院生研究室

B411

　　理科教育学
　　第２資料室・学生研究室

B414

　　心理学M
　　院生研究室

B401

　　　理科教育学
　　　第１資料室・学生研究室

B415
公認心理
師実習準
備室

B416

資料室

B413

心理学M
　　院生研究室

WC

B412

　　心理学M
　　院生研究室

EV
ﾎｰﾙ

B405

　　　　自然システム教育学第１図書室

B307

体育
教育学
資料室

WC

B314

　　　スポーツ学
　　　演習室

EV
ﾎｰﾙ

WC

B315

　　　スポーツ学
　　　調査分析室

B319
体育教育
カリキュ
ラム分析
室

B316

体育科教育学院生
室

B313

　　　　心理学学生演習室

B320
健康ス
ポーツ科
学第１図
書室

B306

　　　　　体育授業分析室

B201

　　　　　スポーツ方法学
　　　　　実験室

B213
研究室

黒坂志穂

B220

　　　　　健康ｽﾎﾟｰﾂ科学
　　　　　資料室

B219

　健康ｽﾎﾟｰﾂ科学
　　　事務室
　　　（小山）

B218
健康
ｽﾎﾟｰﾂ
科学
印刷室

B215

　　スポーツ心理学
　　実験室

B216

情報
処理室
２

B203
研究室

出口達也

B217

情報
処理室
１

EV
ﾎｰﾙ

B105-1

インクルーシブ教育・異文化
間教育セミナー室

B106

　　　　　　　　スポーツ生理学実験室

B107

スポーツ
生理学
準備室

EV
ﾎｰﾙ

WC

B105-2

国立特別支援教育
総合研究所西日本
ブランチ広島オフィ
ス

B113

スポーツ
生理学研究室

B111
研究室

李　受珉

B112

シャワー
室

B109

学習言語
心理実験
室

B110

心理学基
礎実験室

B114

心理臨床教育研究
センター研修室 兼
臨床実習準備室

B115

心理学応
用実験室
２

B101

　　　　　　　EVRI
　　教育ヴィジョン研究セン
ター

B205

　　　　　スポーツ運動学
　　　　　共通実験室

B206

スポーツ
運動学
準備室

B116

プロジェ
クト推進
室

―その他19―



Ｃ棟平面図

Ｒ階
←← DN

８階
←← DN

←← UP

↑↑ EV EV ↑↑
DN DN

C817
研究室

C816
研究室

児玉
  真樹子

C814
研究室

下村　哲

C813

数学
教育学
講究室Ⅳ

C808
研究室

C807
研究室

池畠　良

C806
研究室

影山和也

C805
研究室

小山正孝

C804
研究室

北䑓如法

７階
←← DN

←← UP

↑↑↑↑ EV EV ↑↑↑↑
UP DN

C728-1
前室 DN UP

　

 

６階
←← DN

←← UP

↑↑↑↑ EV EV ↑↑↑↑
UP DN DN UP

C617
研究室

C616
研究室

西原貴之

C614
研究室

ハウエル

C613
研究室

C607
研究室

川口隆行

C606
研究室

松本仁志

C605
国語文化
教育学
演習室
（2）

５階
←← DN

←← UP

↑↑↑↑ EV EV ↑↑↑↑
UP DN DN UP

C519
研究室

C518
研究室

森田英樹

C516
研究室

永田忠道

C515
研究室

熊原康博

C509
初等カリ
キュラム
開発
演習室

C508
初等カリ
キュラム
開発院生
研究室

C507
研究室

C506
研究室

C505
研究室

渡邉　巧

C504
研究室

大後戸
　　一樹

C709
研究室

藤木大介

C611
研究室

山元隆春

WC

C627
研究室

新海　晃

C706
研究室

船橋篤彦

C705
研究室

林田真志

C625
初等カリ
キュラム
開発学生
研究室

C604

　特別支援教育
　学生研究室

C704
研究室

氏間和仁

C610
研究室

佐々木勇

C514

自然地理
学実験
準備室

C512

C525-2
初等カリ
キュラム
開発学生
研究室

C725

発達
評価室

C527

　初等カリキュラム開発演習
室

C729

教育
相談室２

C902

天体観測室

C602
特別支援教育
院生(前期)・特
別専攻科(専
修)研究室

C901
EV機械室

C503
学習
開発学
院生
研究室

C711

学習開発
学印刷室

C726

視機能
開発
実験室

C727

点字資料
作成室

C728-2
音響
実験室

WC

C624

　　　　　国語文化教育学
　　　　　院生研究室（２）

WCWC

C524

初等カリ
キュラム
教材室

C626
研究室

若松昭彦

C724

　特別支援教育学
　図書室
　　　　　（杉原）

C707
研究室

朝岡寛史

C708
研究室

川合紀宗

C703
特別支援
教育実践
センター
事務室

C525-1
初等カリ
キュ ラム
開発学生
研究室

C702-2
行動
観察室

C628
研究室

村上理絵

C702-1
前室

C701

　　　感覚運動
　　　機能学習室

C728-3

聴覚
検査室

C629

教育
相談室１

C520
教職開発
教材室

C718
学習
開発学
演習・
実験室

C717
学習
開発学
演習・
実験室

C716

　　　学習開発学
　　　学部生
　　　研究室

C618
研究室

小野　章

C513

歴史・
公民系
実習室

C713
研究室

山内規嗣

C615
研究室

C523

　　地歴・公民系
　　院生研究室

C620

　英語教育学
　学生研究室

C818
研究室

髙橋　均

C822
数学
教育学
講究室
Ⅰ

C719
学習
開発学
学部生
研究室

C720
学習
開発学
院生
研究室

C619
学習
開発学
院生
研究室

C621

　英語教育学
　院生研究室

C821
学習
開発学
演習・
実験室

C815
研究室

米沢　崇

C721
学習
開発学
院生
研究室

C723

　　　　　学習開発学図書室
　　　　　　　　　（門前）

C714
研究室

南浦涼介

C608
研究室

森　まゆ

C510
初等カリ
キュラム
開発資料
準備室

WC

C623

国語文化
教育学
資料室（2）

C511
教職開発
院生研究
室

C712
研究室

宮里智恵

C710
研究室

岡村
美由規

C612
研究室

難波博孝

C622

英語教育
学演習室

C801

数学教育
学教材分
析開発室

C803
研究室

寺垣内
　　政一

C802

数学教育
学教材製
作室

C809

　　　数学教育学
　　　図書室Ⅱ

WCWC

C810

数学教育学図書室

Ⅰ・雑誌閲覧室・
事務室

C825

　　　数学教育学
　　　演習室

C819
学習
開発学
演習・
実験室

C820

　　　学習開発学
　　　院生研究室

C811

数学
教育学
講究室Ⅲ

C823

　　　数学教育学
　　　院生研究室Ⅰ

C812

数学
教育学
講究室Ⅱ

C824

数学教育
学印刷室

C826

　　　　　　　　　　　 数学教育学書庫

C522

　　地理実験・
　　実習室

C603
特別支援教育
院生（後期）研
究室

WC

C526
　
　 初等カリキュラム
　 開発演習室

C609
研究室

C601
研究室

大森
　万里子

C502
学習
開発学
院生
研究室

C501

特別支援
教育資料
準備室

C722

学習
開発学
資料室

C715

学習開発
学学部生
研究室

C521-2

地歴系資料解析室

C521-1

公民系
資料
解析室

C517
研究室

桐原隆弘

―その他20―
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４階
← DN

← UP

↑↑ EV EV ↑↑
UP DN DN UP

３階
← DN

← UP

↑↑ EV EV ↑↑
UP DN DN UP

２階
← DN

← UP

↑↑ EV EV
-3　化学教育授

業準備室(3) ↑↑
UP DN

-2　化学教育授

業準備室(2) DN UP

１階

← UP

↑ EV EV ↑
UP UP

C127-1
生物教育
実験室（3）
-1
-2

生物教

育実験

室（3）-2

-3

生物教

育実験

室（3）-3

C126

生物教育
実験室
（２）

C202
研究室

ﾃﾞﾗｺﾙﾀﾞ

C205
研究室

C123

生物教育
学生研究
室(3)

C124

生物教育
実験室
（１）

C125

生物教育
学生実習
室（２）

C204
初等カリ
キュラム
開発院生
研究室

C203

　　　　　　　講義室

WC

C117
自然システ
ム教育学実
験室（１）

C122

　　　　　　　　設備室

C121

 生物教育授業準備
室

WC

C208

理科教育
実験室
（２）

C120
自然系学
部生控室
（2）

C211

化学教育
学生研究
室（２）

C220

化学教育
実験室
（１）

C218

化学教育
学生研究
室（１）

C219

化学教育
測定室
（１）

C412

数学
教育学
資料室Ⅰ

C410-1
初等カリ
キュラム
開発教材
保管室

C308

　初等カリキュラム
　開発院生研究室

C307

　　　教職開発
　　　講義室

C215

化学教育
準備室

C213

化学教育
演習室

C413

　　数学教育学
　　学生研究室

C408

　　　　　　教職開発
　　　　　　院生研究室

C410-2

初等カリキュラム開
発演習室・学生研
究室

C310

情報実習室

C316

　　　　　　　　　　家庭科教育
　　　　　　　　　　実験実習室

C210

化学教育
学生研究
室（３）

C201
研究室

ｳｫﾙﾀｰ

C304
研究室

C303
研究室

C302
研究室

中島敦夫

C229

　　　地学機器
　　　分析実験室

C221

化学教育
実験室
（２）

C311-1
情報
演習室

C309

印刷室

C415-

2

C409

　　　　　　　　　　数学教育学
　　　　　　　　　　院生研究室Ⅱ

C315
研究室

伊藤優

C314
研究室

松宮
  奈賀子

C313
研究室

田中秀幸

C311-2
研究室

渡辺健次

C312
研究室

C411
研究室

　
中村和世

C306
研究室

吉冨健一

C305

地学教育
学生研究
室(2)

C301
研究室

藤川昭彦

C419

　　数学教育学
　　演習室Ⅰ

C420

　　数学教育学
　　演習室Ⅱ

C401

　初等カリキュラム
　開発院生研究室

C323

地学教育
学生実習
室

C421
初等カリ
キュラム
開発学生
研究室

C402

特別支援
教育情報
ルーム

WC WC

C418

　　教職開発
　　図書室

C417
数学
教育学
資料室
Ⅱ

C404
研究室

松浦武人

C403

教職開発
授業解析
室

C319

地学教育
授業準備
室（１）

C406
研究室

鈴木
　由美子

C322

地学教育
授業準備
室（２）

C405
研究室

真野祐輔

C321

　　地学教育
　　学生研究室(１)

WC WC

C414

　　　　　　数学教育学
　　　　　　図書室Ⅲ

C324

地学実験
室（2）

C101
自然ｼｽﾃ
ﾑ教育学
C棟事務
室（藤川）

C107

生物教育
資料室

C106

生物教育
学生研究
室（２）

C105
研究室

竹下俊治

C104

生物教育
学生研究
室（１）

C228

　　　　理科授業研究室

C227

教材
作製室

C108

　　　　　　　　　生物学実験室

C103
研究室

富川　光

C102

生物教育
学生実習
室（１）

C115

物理教育
学生研究室（１）

C114

物理教育
学生研究
室（２）

C112

物理教育
実験室

C111

物理教育
教材開発
室

C113

物理教育
実験準備
室

C217
研究室

池田吏志

C216
自然シス
テム教育
学演習室
（２）

C109
自然
システム
教育学
演習室
（１）

C214
研究室

古賀信吉

C212
研究室

網本貴一

C110
研究室

梅田貴士

C116

工作室

C119-1
自然シス
テム教育
学実験室
（２）

C118

自然システ

ム教育学実

験準備室

C119-

2　X線

実験室

C224

化学教育
実験室
（３）

C209
初等カリ
キュラム
開発学生
研究室

WC

C226
初等カリ
キュラム
開発学生
研究室

WC

C223

化学教育
学生実習
室（１）

C206

理科教育
実験
準備室

C207
研究室

山崎敬人

C225-1
化学教育授
業準備室(1)

C320

 　地学実験室（１）

C407
研究室

C317

　技術・情報
　実験室

C415-

1

C318

ハードウェア
実験室

C416

C222

化学教育
測定室
（２）

↑↑ ↑↑

↑↑↑↑

↑↑ ↑↑

↑ ↑
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Ｄ・Ｅ・Ｌ棟平面図

吹抜

ホール

塵留
室

Ｄ棟
Ｅ棟　　２階
Ｌ棟

Ｄ棟
Ｅ棟　　１階
Ｌ棟

D207

技術教育
資料室

D103

ゼミナー
ル室

D102

回路基板
製作室

D101

 計測･制御実験室

D104
研究室

木村彰孝

E204
研究室

堀川
　すなお

D107

木材加工実習室

D106

金属加工実習室

D108

製図室

D109

メカトロニクス

実験室

D206

技術教育
実習室

D105
研究室

川田和男

機械
室

D205
研究室

谷田親彦

D111

木材加工
実験室

D112

　電気室（配電室）

D110
暗室

E109

乾燥室

E110

　彫刻実習室

E112倉庫

L109

　講義室
WC

E203
研究室

蜂谷昌之

E206

　絵画実習室（１）

E205

工芸実習室（2）

E106

資料室

E105
研究室

多田羅

　多起子

E202

絵画実習室（２）

E108
研究室

井戸川
　　　豊

E107
研究室

一鍬田
　　　徹

E104

　塑造実習室

学生ロビー

E102
　工芸準備室

E111

工芸実習室（1）

L105
総合博物館

L111
　自然系学部生控室
（1）

E101
　学生控室

E103

造形芸術学
演習室

L210

初等カリキュラム
開発資料室
（原崎）

L209

　化学実験室

L110

　物理学実験室

L104

　講義室

L108

　講義室

L107

　講義室
WC

L106
空調機械室

L203
　機械室

L201
　機械室

L204

　講義室

L202

　講義室

L101
　機械室

L102

　講義室

L103
　機械室

WC

L208

　メカトロニクス実習室

L207

　講義室

E201

　造形実習室

L206

　講義室
WC

D204
研究室

長松正康

D203
研究室

鈴木裕之

D202

金属加工
演習
実習室

D209

情報教育
演習室

(1)

D210

情報教育
演習室
(2)

D211

　学生控室

D201

 　技術･情報図書室
　　　　（佐竹）

D208

精密測定
実習室

準備室

L205

講義室

―その他22―



Ｄ・Ｅ・Ｌ棟平面図

Ｅ棟　　３階
Ｌ棟

L304-1

　　センター研修室

L310

情報教育実験室

L309
グローバル教育
推進室（相談室，
ミーティング室）

L305
研究室

栗原慎二

L306

にこにこ
ルーム
(相談
室)

E306
研究室

八木
健太郎

E305

造形芸
術教育
学院生
控室

E308

　デザイン実習室（１）

E301-1

E304

　　造形芸術
　　教育学
　　実験室（１）

E307

デザイン実習室
（２）

E302

造形芸術
教育学
実験室（２）

L303

機械室

E303
研究室
　　　三根和浪

E301-2
和室

E301-3
和室

WC

L304-2
教育実践総
合ｾﾝﾀｰ・に
こにこﾙｰﾑ
事務室（竹ノ
中）

L308
研究室

深谷達史

L307

にこにこ
ルーム
(相談
室)

L302

初等カリキュラム
専修学生研究室

L301
機械室

―その他23―



Ｆ棟平面図

階段

２階
F213
学生練習室
(5)

F212
学生練習室
(4)

F211
学生練習室
(3)

←← ＤＮ

階段

階段

１階

中庭

階段

バルコニー

←←

F111

第１レッスン室

F112

第１アンサンブル室

F114

第３レッスン室

F115
ハープ練習室(1)

F116
ハープ練習室(2)

F117

第２アンサンブル室

F113

第２レッスン室

F109
研究室

F106

　　第１資料室

F103

第2演奏準備室

F107
研究室

多賀谷　祐輔

音楽演奏室

F108
研究室

大野内　愛

ポーチ

F102

第1演奏準備室

F101

WC

渡り廊下
WC

前室

F210
学生練習室
(2)

演奏室上部吹抜

WC

WC

F204

　音楽文化教育学事務室
　　　　　　　　　　　　（出本）

F208

　学生楽器室

F220
学生練習室
(12)
F219
学生練習室
(11)

F223
学生練習室
(15)

ポーチ

F215
学生練習
室(7)
F214
学生練習
室(6)

渡り廊下

F209
学生練習室
(1)

バルコニー

吹抜

F218
学生練習
室(10)

F217
学生練習
室(9)

F216
学生練習
室(8)

F206
研究室

髙旗健次

F222
学生練習室
(14)

F201
調整室

F203

　　研究科研究室
　（博士課程後期）

F202

　　研究科研究室
　（博士課程前期）

吹抜

F221
学生練習室
(13)

F207

　視聴覚室

F225
学生練習室
(17)
F224
学生練習室
(16)

F228
学生練習室
(20)

F227
学生練習室
(19)

F226
学生練習室
(18)

中庭

ＵＰ

ＵＰ

ポーチ

F205
研究室

枝川一也

←←

―その他24―



Ｆ棟平面図

階段

３階

←← ＤＮ

  階段

屋根

屋根

F306

第１
音楽実験室

F309
研究室

F307

第２
音楽実験室

屋根

屋根

吹抜

F310

第２ゼミナール室

F308

第３
音楽実験室

F305
研究室

吹　抜　

F311

第１講義室

バルコニー

F304
研究室

徳永　崇

F303
研究室

F302

第１ゼミナール室

F301
研究室

伊藤　真

屋根

バルコニー

F312
音楽資料
調査室

F313

第２講義室

―その他25―



Ｇ棟平面図

２階

１階

G102

G106

G105 G104 G103

G117
練習室13

G116
練習室14

WC

G107 G108 G109 G101

G110

中庭

WC

G114 G113

G201

　第２資料室

G202

初等カリキュラ
ム開発資料室・
演習室

前室

G204
研究室

 
権藤敦子

G203
研究室

寺内大輔

ギャラリー

G205

  初等カリキュラム開発
  講義・演習室

G206

　第3アンサンブル室

G120 G122 G125G124G123

G115
練習室15

G121

G112 G111

G118
練習室12

G126
倉庫

WC

G209
練習室
10

G210
練習室
9

G119

G218
練習室
1

下足置場

G208
練習室
11

WC

G211
練習室
8

G213
練習室
6

吹　抜

G219
機械室

G217
練習室
2

G212
練習室
7

G214
練習室
5

G215
練習室
4

G216
練習室
3

―その他26―
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４階 ３階 ２階 DN→

１階 DN→

UP→ UP→

DN→ DN→ DN→

UP→

ＷＣ

K101　空調機械室

前室 前室
UP→

ピロティー
オープン廊下

K102

   　　　　　講義室

K106
倉庫

UP→K
1
0
3

K104

　　講義室

Ｗ
Ｃ

Ｗ
Ｃ

K105
空調
機械室

E
P

S K107
準備室

前室K
2
0
2

倉
庫

DN→
映
写
室

DN→
K108

　　講義室
オープン廊下

談話室

ＷＣ

ＷＣ ＷＣ
K203

　　講義室
Ｗ
Ｃ

Ｗ
ＣK201

　　　　　　　講義室

前室

K111
研究室
桑山尚司

←
Ａ棟

K110
研究室

K206
英語教育
工学室

K204
空調
機械室

E
P

S

録
音
室

K109

　　講義室K205 倉庫

←
Ａ棟 K112

　　日本語教育
　　コース
　　学生研究室

K302
研究室
　恒松直美

K301
森戸学院
客員講師控室

K207

　英語特別教室

ＷＣ

ＷＣ

K304
森戸学院
学院長室

K208

　情報教育室

K303
研究室
　西條結人

←
Ａ棟

K113

　　講義室

K211
倉庫

EPS

K211･212

森戸学院
講義室

PS

K209・210

森戸学院
講義室

ＷＣ ＷＣ
K115

　　講義室

K308

森戸学院
講義室

K213

森戸学院
講義室

←
Ｂ棟

K114

　　講義室
K307
森戸学院
準備室

K306
研究室
　　本田　義央
K305

森戸学院
図書室・事務室
（井口･大近）

K211
倉庫

EPS PS

ＷＣ ＷＣ ＷＣ

K309
研究室
　ダマソ　フェレイロ

ＷＣ

PS

K116

K401
倉庫

EPS PS K310
研究室
　　石原淳也

K311
倉庫

EPS PS K214

　講義室

←
Ｂ棟

K402 ←
Ｂ棟

K312
地域連携セン
ター

←
Ｂ棟

K215

　講義室

PS PS

K403 K313
知的財産社会創
造センター・社会
連携部

K217
　(文学部)
　講義室

K217
研究室

K216

　講義室
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